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古生物ニュース2011
恐竜・化石グッズの専門店「ふぉっしる」

古生物をもっと身近に！

このpdfは，インターネット化石ショップ「恐竜・化石グッズの専門店
『ふぉっしる』が，2011年に紹介した古生物ニュースをまとめたも
のです。

内容につきましては細心の注意を払っておりますが，プロの研究者
による校閲等を受けたものはございません。また，ニュースに関するいか
なるお問い合わせにもお答えできませんのでご了承ください。

本PDFにおけるすべての著作権は，ふぉっしるに帰属します。
無断複写，配布はご遠慮ください。

著作　ふぉっしる http://www.palaeoshop-fossil.com/

制作・刊行 オフィス ジオパレオント http://www.geo-palaeont.com/

http://www.geo-palaeont.com/
http://www.palaeoshop-fossil.com
http://www.palaeoshop-fossil.com
http://www.geo-palaeont.com/
http://www.geo-palaeont.com/
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宣伝
「ふぉっしる」は，オンライン化石ショップです
「ふぉっしる」は，「古生物をもっと身近に」をテーマにしたインターネットショップにな
ります。アンモナイトや三葉虫などの化石をお手頃な価格で販売しております。また，当店
オリジナルの恐竜・化石グッズやアクセサリーも販売しております。化石
販売のほかにも，化石のレプリカのレンタルも行っております。当店の商
品で，少しでも皆さんが古生物に思いをはせていただけましたらうれしく
思います。

メインサイト：オンライン化石ショップ「ふぉっしる」
http://www.palaeoshop-fossil.com/

三葉虫，アンモナイト，恐竜の歯などさまざまな化石が勢揃い。高品質古生物レプリカや，
海外の専門書，Tシャツや消しゴム，ストラップなどのオリジナル商品も。

 

情報サイト：チョット6億年の旅
http://www.palaeoshop-fossil.com/6million/tour-top.html

チョット6億年の旅は，ふぉっしるが提供するさまざな古生物情報のサイトです。古生物の
パロディイラストをはじめ，国内外の古生物関連書籍を紹介した“図書館”などがあります。

 

インターネット化石ミュージアム：Gallery ふぉっしる
http://www.palaeoshop-fossil.com/6million/GalleryK/titlemenu.html

Gallery ふぉっしるでは，300点以上の化石を，簡単な解説付で紹介しています。

http://www.palaeoshop-fossil.com/
http://www.palaeoshop-fossil.com/
http://www.palaeoshop-fossil.com/6million/tour-top.html
http://www.palaeoshop-fossil.com/6million/tour-top.html
http://www.palaeoshop-fossil.com/6million/GalleryK/titlemenu.html
http://www.palaeoshop-fossil.com/6million/GalleryK/titlemenu.html


! 3

目次
p4
恐竜関連ニュース

p23

翼竜・魚竜・その他の爬虫類ニュース

p32

鳥類ニュース

p34

哺乳類ニュース

p40

その他の古生物ニュース

p60

その他のニュース



! 4

恐竜関連
１／１6
最初期の獣脚類の化石が発見されました。
　 アルゼンチンの中生代三畳紀後期（約2億3000万年前）の地層から，新種の恐竜
の化石が発見されました。
　発見されたのは，長い首と尾をもつ体長約1.2mの恐竜です。体重は4.5kg～7kgh
しかなかったと考えられています。牙のような鋭い歯と鋭い鉤爪のある前足をもっ
ているため，最初期の獣脚類であると研究者は考えています。Eodromaeusと名づけ
られました 。（1/6 ScienceDaily，Cranial osteology and phylogenetic 
position of the theropod dinosaur Proceratosaurus bradleyi (Woodward, 
1910) from the Middle Jurassic of England, Zoological Journal of the 
Linnean Society, Early View）（1/13 ScienceDaily，A Basal Dinosaur from 
the Dawn of the Dinosaur Era in Southwestern Pangaea. Science, 
331(6014), 206-210）

１／３0
1本指の恐竜の化石が発見されました。
　 中国内モンゴル自治区の中生代白亜紀後期（約8400万年前～約7500万年前）の
地層から，機能指が1本だけの恐竜の化石が発見されました。
　 今回発見された恐竜はLinhenykus monodactylusと名づけられました。L. 
monodactylusは獣脚類のアルバレスサウルス類に属します。アルバレスサウルス類の
恐竜は第2指が大きく発達していますが，他に小さな指を2本もっています。これに
対し，L. monodactylusでは第2指以外の指骨がほぼ完全に退化しているそうです。
　 獣脚類は最初5本指をもっており，そこからティラノサウルスの2本指，その他の
獣脚類の3本指へと進化していきました。今回1本指のLinhenykus monodactylusが発見
されたことにより，獣脚類の前足が非常に多様で複雑な進化をしていたことが示唆
されると研究者は考えています 。
（1/25 ScienceDaily，A monodactyl nonavian dinosaur and the complex 
evolution of the alvarezsauroid hand. Proceedings of the National Academy 
of Sciences, 108(6), 2338-2342）

http://www.sciencedaily.com/releases/2009/11/091104122538.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2009/11/091104122538.htm
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www3.interscience.wiley.com/journal/122674874/abstract
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110113141611.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110113141611.htm
http://www.sciencemag.org/content/331/6014/206
http://www.sciencemag.org/content/331/6014/206
http://www.sciencemag.org/content/331/6014/206
http://www.sciencemag.org/content/331/6014/206
http://www.sciencemag.org/content/331/6014/206
http://www.sciencemag.org/content/331/6014/206
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110124151717.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110124151717.htm
http://www.pnas.org/content/early/2011/01/14/1011052108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/01/14/1011052108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/01/14/1011052108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/01/14/1011052108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/01/14/1011052108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/01/14/1011052108.abstract
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恐竜関連
1／30
生態系の視点から，ティラノサウルスの食性が調べられました。
　  これまで，ティラノサウルスの形態を基に，どのような食性だったかという議論
が行われてきました。しかし今回，植物食恐竜のサイズと，ティラノサウルスより
も多くいたであろう小型獣脚類との競争の可能性を基に，白亜紀後期の北米でティ
ラノサウルスが腐肉食者として生きていけたかどうかが調べられました。
　 この研究では植物食恐竜の50％近くが体重55～85kgであったと推測されていま
す。小型獣脚類がこのサイズの植物食恐竜の遺骸を見つける確率はティラノサウルス
の14～60倍と見積もられており，この遭遇率を基に計算すると，この植物食恐竜の
遺骸はすぐに小型獣脚類によって食べられてしまったという結果が出たそうです。
これよりも大きな植物食恐竜の遺骸は非常に珍しいため競争が激しく，食べられる
機会は非常に少なかっただろうと研究者は考えています。このためティラノサウルス
や他の大型獣脚類は腐肉食者としては小型獣脚類に勝つことはできず，現在の大型
肉食哺乳類と同じように，主に大きな植物食恐竜を襲って食べていただろうと研究
者は考えています 。
（1/25 ScienceDaily，Intra-guild competition and its implications for one of 
the biggest terrestrial predators, Tyrannosaurus rex. Proceedings of the 
Royal Society B, FirstCite）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110126081714.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110126081714.htm
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/01/20/rspb.2010.2497
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/01/20/rspb.2010.2497
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/01/20/rspb.2010.2497
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/01/20/rspb.2010.2497
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/01/20/rspb.2010.2497
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/01/20/rspb.2010.2497
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恐竜関連
1／30
恐竜の骨から直接，絶対年代が求められました。
　  生物の化石はこれまで，生物が出現した順番や地層ができた順番などを表す相対
年代を求めるのに重要な役割を果たしてきました。相対年代では白亜紀はジュラ紀
の後の時代であるなどということはわかりますが，白亜紀が何万年前に始まって何
万年前に終わったということはわかりません。これに対し，白亜紀が約1億4600万
年前に始まって約6550万年前に終わったという具体的な数値で表される年代を絶対
年代といいます。絶対年代を求めるには，火山灰などに含まれる放射性同位体比を
測定して何万年前のものであるか推定する必要があります。
　 これまでは化石の近くの火山灰層などの年代を求めてそこから化石の絶対年代が
推定されていました。しかし今回，レーザーを化石に照射して，化石に含まれるウ
ランと鉛の比が測定され，そこから絶対年代を求めるという新しい手法が用いられ
ました。今回測定に用いられたのは，アメリカ合衆国ニューメキシコ州とコロラド
州から採取された恐竜の骨の化石です。
　 この結果，コロラド州のK／Pg（白亜紀／古第三紀）境界の直下から採取された
化石は73.6±0.9Maの年代を示したそうです。これは近くの火山灰層に含まれるア
ルゴンの放射性同位体比を測定して求められた73.04±0.25Maという年代と一致し
ます。
　 これに対し，ニューメキシコ州のK/Pg境界の直上から採取された化石は
64.8±0.9Maの年代を示したそうです。これは，花粉，古地磁気，そして哺乳類の
化石を用いた生物年代学によって求められた年代と一致します。
　 このことから，脊椎動物の化石を直接測定して正確な絶対年代を求める新しい手
法ができたと研究者は考えています 。
（Direct U-Pb dating of Cretaceous and Paleocene dinosaur bones, San 
Juan Basin, New Mexico. Geology, 39(2), 159-162）

http://geology.gsapubs.org/content/39/2/159.abstract
http://geology.gsapubs.org/content/39/2/159.abstract
http://geology.gsapubs.org/content/39/2/159.abstract
http://geology.gsapubs.org/content/39/2/159.abstract
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恐竜関連
2／4
最古のトリケラトプス類が発見されました。
　 アメリカ合衆国ニューメキシコ州の中生代白亜紀後期（約7300万年前～約7400
万年前）の地層から1941年に発見された角竜が、新属新種であることがわかりまし
た。これまではニューメキシコ州からよく産出するPentaceratopsであると考えら
れていました。
　今回親属新種であることがわかった角竜は，Titanoceratops ouranosと名付けられ
ました。推定される体重はPentaceratopsの約２倍、6.5tもあったと考えられていま
す。これはトリケラトプスと同じくらいの大きさです。また見た目もトリケラトプス
に非常によく似ていますが、フリルが薄い、吻部が長い、角がわずかに大きいとい
う違いがあるそうです。
　 Titanoceratopsはトリケラトプスの祖先であると研究者は考えています。知られて
いるなかでもっとも古いトリケラトプス類になります。今回の発見により、トリケ
ラトプス類がこれまで考えられていたよりも500万年早くその巨体を進化させてい
たことが示唆されると研究者は考えています 。
（2/1 ScienceDaily，Titanoceratops ouranos, a giant horned dinosaur from 
the late Campanian of New Mexico. Cretaceous Research, 32(3), 264-276）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110131133404.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110131133404.htm
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667110001205
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667110001205
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667110001205
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667110001205


! 8

恐竜関連
2／28
非常に大きな大腿筋をもつ新種の竜脚類が発見されました。
　 アメリカ合衆国ユタ州の中生代白亜紀前期（約1億1000万年前）の地層から，新
属新種の竜脚類の化石が発見されました。
　 発見されたのは，体長約14mと4.5mの2体で，この2体は親子と考えられていま
す。Brontomerus mcintoshiと名づけられました。
　B. mcintoshiの腸骨は他の竜脚類に比べて非常に大きく，大量の筋肉がついていた
と考えられるそうです。おそらく竜脚類の中では最も大きい大腿筋をもっていただ
ろうと研究者は考えています。また肩甲骨も大きく，前脚の筋肉も大きかったこと
が示唆されるそうです。この力強い4本の肢で起伏のある土地を歩き回っていたとも
考えられています 。
（3/23 UCL NEWS，A new sauropod dinosaur from the Lower Cretaceous 
Cedar Mountain Formation, Utah, USA. Acta Palaeontologica Polonica, 
56(1), 75-98）

3／18
白亜紀前期，中国北東部は寒冷な気候だったらしいということがわかりました。
　  中国北東部の遼寧省を中心に分布する白亜紀前期の地層，熱河層群からは多様な
羽毛恐竜が産出します。さまざまな視点からこの原因について論じられてきました
が，気候についてはほとんど論じられてきませんでした。
　 今回，中国，タイ，日本から採集された恐竜，ワニ，カメ，その他の爬虫類，そ
して淡水生魚の化石の酸素同位体比が調べられました。酸素同位体比を調べること
によって当時の気温を推定することができます。
　この結果，白亜紀前期（約1億2500万年前～約1億1000万年前）の東アジアの中
緯度（～北緯42度）の平均気温は10℃±4℃で，現在の冷温帯と同じくらいの気温
だったらしいということがわかったそうです。この結果はこれまでの研究で示され
てきた海水温や植物，動物化石の記録と一致するそうです。
　 このことから熱河層群で多様な羽毛恐竜が産出するのは，恐竜の進化や生物地理
学的な要因だけではなく，この地域が寒冷な気候下にあったことが影響していると
研究者は考えています 。
（3/8 CNRS，Oxygen isotopes of East Asian dinosaurs reveal exceptionally 
cold Early Cretaceous climates. Proceedings of the National Academy of 
Sciences, 108(13), 5179-5183）

http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.ucl.ac.uk/news/news-articles/1102/23021101
http://www.ucl.ac.uk/news/news-articles/1102/23021101
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100073.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100073.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100073.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100073.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100073.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100073.html
http://www2.cnrs.fr/en/1837.htm
http://www2.cnrs.fr/en/1837.htm
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
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恐竜関連
4／3
中国から新種のティラノサウルス類の化石が発見されました。
　 中国山東省の中生代白亜紀後期（約9960万年前～約6550万年前）の地層から，
新属新種のティラノサウルス類の化石が発見されました。この恐竜は
Zhuchengtyrannus magnusと名づけられました。
　 発見されたのは頭骨と顎の骨です。ティラノサウルス最大の標本の骨より数cmし
か小さくなかったため，Z. magnusもティラノサウルスに匹敵するくらい巨大だった
と考えられています。体長約11m，体高約4m，体重は6t近かったと推定されてい
ます 。
（4/1 UCD News，A new, large tyrannosaurine theropod from the Upper 
Cretaceous of China. Cretaceous Research, 32(4), 495-503）

4／17
恐竜の中に夜行性のものがいたらしいということがわかりました。
　 恐竜，爬虫類，鳥類は全て眼のところに強膜輪という骨でできたリングをもって
います。この強膜輪の内径と外径，そして眼窩の大きさが，恐竜，初期の鳥類，そ
して翼竜の合計33標本と164種の現生種について調べられました。
　 強膜輪の直径が小さければ昼行性，大きければ夜行性，その中間の大きさなら昼
と夜の両方で活動していたと考えられます。しかし系統が近ければ，生態が異なっ
ても強膜輪の大きさは似てしまいます。
　 そこで強膜輪の大きさからこの系統の影響を取り除くコンピュータプログラムが
作られました。164種の現生種を調べた結果，この分析の結果とこれらの現生種の
生態とがよく合致したそうです。
　 この方法で恐竜，初期の鳥類，翼竜を調べた結果，体の大きな植物食恐竜は昼と
夜の両方活動していたらしいということがわかったそうです。これは巨体を維持す
るために一日のほとんどの時間を食事に費やさなければならないためであると研究
者は考えています。
　 一方，ヴェロキラプトルなどの小型の肉食恐竜は夜行性だったらしいということ
がわかったそうです。
　 初期の鳥類や翼竜はほとんど昼行性ですが，濾過食や魚食の翼竜は夜行性だった
と考えられています 。
（4/14 UD Davis News & Information，Nocturnality in Dinosaurs Inferred 
from Scleral Ring and Orbit Morphology, ScienceXpress, 2011/4/14）

http://www.ucd.ie/news/2011/04APR11/010411-Long-lost-cousin-of-T-rex-identified-by-scientists.html
http://www.ucd.ie/news/2011/04APR11/010411-Long-lost-cousin-of-T-rex-identified-by-scientists.html
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667111000371
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667111000371
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667111000371
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195667111000371
http://www.news.ucdavis.edu/search/news_detail.lasso?id=9822
http://www.news.ucdavis.edu/search/news_detail.lasso?id=9822
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/04/13/science.1200043.abstract
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/04/13/science.1200043.abstract
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/04/13/science.1200043.abstract
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/04/13/science.1200043.abstract
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恐竜関連
６／5
ステゴサウルス類の大たい骨の形が雌雄によってことなるらしいということがわか
りました。
　 タンザニアの中生代ジュラ紀中期（約1億5000万年前）の地層から，ステゴサウ
ルス類Kentrosaurus aethiopicusの化石が多数発見されました。
この化石には50個の大たい骨の化石が含まれており，その上部の形に違いがあるの
が発見されました。この形の違いを調べたところ，成体の大たい骨の化石は統計学
的に2つのグループに分けられることがわかったそうです。骨の形はそれに付着する
筋肉の形や量によって変わってきます。研究者はこの大たい骨の形の違いは雌雄の
違いを表しているのではないかと考えています。
体の各部の化石ががそろった標本を調べることによって，現在は種の違いを表して
いると考えられているステゴサウルス類の背中の板などの特徴が本当に種の違いを
表しているのか，それとも雌雄の違いを表しているのかを知ることができるように
なると研究者は考えています。
（6/2 Discovery News，Evidence for Sexual Dimorphism in the 
Stegosaurian DinosaurKentrosaurus aethiopicus from the Upper Jurassic of 
Tanzania, Journal of Vertebrate Paleontology, 31(3), 641-651）

http://news.discovery.com/animals/dinosaurs-gender-males-females-110602.html
http://news.discovery.com/animals/dinosaurs-gender-males-females-110602.html
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1080/02724634.2011.557112
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1080/02724634.2011.557112
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1080/02724634.2011.557112
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1080/02724634.2011.557112
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1080/02724634.2011.557112
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1080/02724634.2011.557112
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6／26
歯の同位体比から恐竜の体温が求められました。
　恐竜について長年議論されてきたことの1つに，恐竜が温血動物だったかそれとも
冷血動物だったかというものがあります。これまでは，足跡の間隔から推測される
走行速度，化石で見つかる捕食者と被食者の割合，骨の組織から推測される成長速
度などから恐竜の行動や生理機能を推測し，その間接的な証拠から，体温や温血か
冷血かを推測するしかありませんでした。
　 今回，恐竜の歯の化石に含まれる同位体比を測定し，そこから体温を推測すると
いう研究が行われました。
　 測定に使われたのはタンザニア，ワイオミング州，オクラホマ州で採集された竜
脚類ブラキオサウルスとカマラサウルスの歯の化石11本です。この研究の結果，ブ
ラキオサウルスの体温は38.2℃，カマラサウルスの体温は35.7℃だという結果が出
たそうです。これはほとんどの現生の哺乳類と同じ体温です。しかし恐竜は体が大
きく体温が下がりにくいためこれで温血と断定することはできません。
　 この体温はこれまでの研究から推測されていた値よりも低いものだそうです。こ
れは体温が上がりすぎないための何らかの仕組みがあったからだと研究者は考えて
います。
　 今後は他の恐竜や脊椎動物の体温についても調べたいと研究者は述べています。
これらの生物の体温を知ることによって，現生の哺乳類や鳥類の体温がどのように
進化してきたかを知ることができると考えられています 。
（6/23 Caltech Media Relations，Dinosaur Body Temperatures Determined 
from Isotopic (13C-18O) Ordering in Fossil BiomineralsScience Express. 
Science Express）

http://media.caltech.edu/press_releases/13429
http://media.caltech.edu/press_releases/13429
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/06/22/science.1206196
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/06/22/science.1206196
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/06/22/science.1206196
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/06/22/science.1206196
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/06/22/science.1206196
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/06/22/science.1206196
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7／3
パキケファロサウルス類の中に，頭骨同士をぶつけ合って闘えるものがいたらしい
ということがわかりました。
　 パキケファロサウルス類は頭頂部が厚くドーム状になっているのが特徴です。こ
のドームが闘いの際に使われていたのか，または単にディスプレイの役割しかな
かったのかはわかっていません。
　 今回，パキケファロサウルス類の1種，ステゴケラス（Stegoceras validum）とプ
レノケファレ（Prenocephale prenes）の頭骨の構造がCTスキャンによって調べら
れ，また頭骨同士をぶつけ合わせた時の衝撃がシミュレートされました。そしてそ
の結果が現生の有蹄類と比較されました。
　 この結果，パキケファロサウルス類，頭頂部同士をぶつけ合って闘うダイカー，
そしてオオツノヒツジはどれも，頭骨に一番外側の厚い皮質の構造とその下の衝撃
を吸収できる海綿状の層をもっていることがわかったそうです。そしてステゴケラ
ス，ダイカー，ジャコウウシは，頭部同士をぶつけ合わせる闘い方をしないキリ
ン，プロングホーン，リャマよりも頭部同士をぶつけ合わせた時の脳への衝撃が小
さかったそうです。
　 この結果から，パキケファロサウルス類の中には，頭部同士をぶつけ合って闘う
ことができたものもいたと研究者は考えています。 　
（Common Functional Correlates of Head-Strike Behavior in the 
PachycephalosaurStegoceras validum (Ornithischia, Dinosauria) and 
Combative Artiodactyls, PLos one）

7／15
隕石衝突の直前の地層から，恐竜の化石が発見されました。
　恐竜は約6550万年前の白亜紀末，隕石の衝突によって絶滅したと一般に考えられ
ています。しかしこれまでは，この隕石衝突を示す層の下3m以内からは恐竜の化石
は発見されていませんでした。これは「3mギャップ（three-meter gap）」と呼ば
れています。3mギャップがあるため，恐竜は隕石衝突によって絶滅したのではな
く，隕石衝突の前から徐々に絶滅し始めていたと考える研究者もいます。
　 去年，アメリカ合衆国モンタナ州のヘル・クリーク層から，トリケラトプスと考
えられる角竜の角の化石が発見されました。この化石が発見された層準を調べたと
ころ，K-Pg境界（白亜紀と新生代古第三紀の境界＝隕石衝突が起こったことを示す
層準）から13cm下にあたるということがわかったそうです。
　このことから3mギャップは存在しない，少なくとも数種の恐竜は隕石衝突まで絶
滅せずに生き延びていた，と研究者は考えられています。
（7/12 Yale News，Dinosaur extinction: closing the '3 m gap', Biology 
Letters, FirstCite）

http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0021422
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0021422
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0021422
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0021422
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0021422
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0021422
http://opac.yale.edu/news/article.aspx?id=8729
http://opac.yale.edu/news/article.aspx?id=8729
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/06/29/rsbl.2011.0470.abstract
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/06/29/rsbl.2011.0470.abstract
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/06/29/rsbl.2011.0470.abstract
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/06/29/rsbl.2011.0470.abstract
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7／23
頭部にトサカのないのハドロサウルス類の化石が発見されました。
　アメリカ合衆国モンタナ州とユタ州の中生代白亜紀後期（約7900万年前）の地層
から，ハドロサウルス類の新属新種の化石が発見されました。A c r i s t a v u s 
gagslarsoniと名付けられたこのハドロサウルス類はブラキロフォサウルスやマイア
サウラと同じ仲間に属し，初期のハドロサウルス亜科であると考えられています。
　 A. gagslarsoniの頭部にはトサカがないそうです。ほかのハドロサウルス類は（エ
ドモントサウルスを除いて）皆，頭部にトサカをもっています。このことは，ハドロ
サウルス類の祖先はトサカをもっておらず，ハドロサウルス類の2つの亜科，ハドロ
サウルス亜科とランベオサウルス亜科は別々にトサカを進化させてきたことを示唆
するものであると研究者は考えています。
（7/20 ScienceDaily，New unadorned hadrosaurine hadrosaurid 
(Dinosauria, Ornithopoda) from the Campanian of North America. Journal 
of Vertebrate Paleontology,31(4), 798-811）

7／28
始祖鳥は鳥類よりも恐竜に近いらしいということがわかりました。
　中国遼寧省の中生代ジュラ紀後期（約1億6100万年前～約1億4600万年前）の地
層から，羽毛をもった恐竜の化石が発見されました。Xiaotingia zhengiと名付けら
れたこの恐竜は，第３指と第５指が長く伸び，叉骨をもつなど，始祖鳥や獣脚類ア
ンキオルニスに非常に近い特徴をもつそうです。これらの3種は細長い吻部や眼窩の
後ろの領域が広いことなど，初期の鳥類よりも獣脚類ヴェロキラプトルやミクロラ
プトルとよく似た特徴を持つそうです。
　 始祖鳥は，長い間最初期の鳥類だと考えられてきました。しかし近年，小型で羽
毛をもつ恐竜が数多く発見され，鳥類と恐竜との違いがあいまいになってきまし
た。今回の発見は，始祖鳥は鳥類よりも恐竜に近いことを示すものであると研究者
は考えています。
（7/27 naturenews，An Archaeopteryx-like theropod from China and the 
origin of Avialae. Nature, 475(7357), 465?470）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/07/110720142357.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/07/110720142357.htm
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/02724634.2011.577854
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/02724634.2011.577854
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/02724634.2011.577854
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/02724634.2011.577854
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/02724634.2011.577854
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/02724634.2011.577854
http://www.nature.com/news/2011/110727/full/news.2011.443.html
http://www.nature.com/news/2011/110727/full/news.2011.443.html
http://www.nature.com/nature/journal/v475/n7357/full/nature10288.html
http://www.nature.com/nature/journal/v475/n7357/full/nature10288.html
http://www.nature.com/nature/journal/v475/n7357/full/nature10288.html
http://www.nature.com/nature/journal/v475/n7357/full/nature10288.html
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8／6
南極に棲んでいた恐竜も，ほかの地域の恐竜と変わらない骨をもっていたことがわ
かりました。
　オーストラリア，ヴィクトリア州の中生代白亜紀前期（約1億1200万年前～約1億
年前）の地層から採集された17点の恐竜の骨の内部構造が調べられました。当時，
ヴィクトリア州は南極圏にあったと考えられています。調べられた化石は，16点は
植物食恐竜のもの，1点は肉食恐竜のものでした。
　 南極に棲息していた恐竜の骨の内部構造を調べる研究は以前にも行われたことが
あります。この時は年輪の有無により，南極に棲息していた恐竜の中には厳しい冬
は冬眠をして過ごしていたものもいたらしいという結論が出されました。
　 今回の研究では，前回の研究よりも多くの化石が調べられました。この研究によ
り，幼体の恐竜の骨以外にはすべて年輪があることがわかったそうです。年輪は成
長が非常に遅くなった時に形成されます。現生の動物では年輪は1年ごとに形成され
ます。年輪は低緯度地域に棲息していた恐竜にも見られることから，今回の研究に
より，年輪がないのは冬眠をしていたかどうかにかかわらず，1歳未満の恐竜だけら
しいろいうことがわかりました。
　 これまで，南極のような極端な環境に棲息していた恐竜はほかの地域に棲息して
いた恐竜と生理学的に異なった特徴をもっていたと考えられてきました。しかし今
回の研究により，少なくとも骨の内部構造は，南極圏に棲息していた恐竜とほかの
地域に棲息していた恐竜とで違いはないらしいということがわかりました。
（8/3 MSU News Service，Growth Dynamics of Australia's Polar Dinosaurs. 
PLoS ONE, 2011, 6(8)）

http://www.montana.edu/cpa/news/nwview.php?article=10033&origin=homepage-l
http://www.montana.edu/cpa/news/nwview.php?article=10033&origin=homepage-l
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0023339
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0023339
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0023339
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0023339
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8／12
オーストラリアからたくさんの恐竜の足跡化石が発見されました。
　オーストラリア，ヴィクトリア州の中生代白亜紀前期（約1億1500万年前～約1億
500万年前）の地層から，20個ほどの恐竜の足跡化石が発見されました。これは南
半球で発見された恐竜の足跡化石の中では最も数が多く，保存状態の良いものだそ
うです。
　 足跡はすべて獣脚類のもの。2か所の砂岩から発見されたそうです。1か所目から
は15個の足跡化石が発見されました。この中には，ニワトリくらいのサイズの獣脚
類が残したと思われる足跡化石もあったそうです。2か所目からは8個の足跡化石が
発見されました。この足跡化石を残した恐竜は，小さいものではニワトリ，大きい
ものではツルくらいの大きさがあったと考えられています。
　 足跡化石が発見された砂岩は両方とも，同じ時期に氾濫原で堆積したものだと考
えられています。当時オーストラリア大陸は南極大陸とつながっていたと考えられて
います。春に雪が解けて川の周囲に水があふれ，その水が引いた夏に，恐竜たちが
氾濫原を歩いて行ったと研究者は考えています。
（8/9 eSciencsCommons，A polar dinosaur-track assemblage from the 
Eumeralla Formation (Albian), Victoria, Australia. Alcheringa）

9／18
卵から孵ったばかりのノドサウルス類の化石が発見されました。
　 アメリカ合衆国メリーランド州の中生代白亜紀前期（約1億1000万年前）の地層
から1997年に発見された鎧竜ノドサウルス類の化石が，卵からかえったばかりの幼
体の化石らしいことがわかりました。
　 この幼体の体の大きさは13cm。体長6m～9mの成体のノドサウルス類と比べて
非常に小さいです。また骨格の発達の程度や関節の仕方，また骨の密度などから，
胎児または卵から孵ったばかりの非常に幼い個体であると推測されるそうです。化
石が発見された場所と化石化の状況を調べた結果，おぼれて水流によって堆積物の
中に埋まったことが推測されるそうです。近くで卵の殻が1個も発見されておらず，
代わりに非常に小さなノドサウルス類の足跡が発見されていることから，胎児では
なく卵から孵ったばかりの幼体であると研究者は考えています。
　 また頭骨の形を他の鎧竜10種の頭骨と比較した結果，ノドサウルス類の頭骨によ
く似た形をしているものの，吻部の長さが他の種よりも短いことがわかったそうで
す。新種と考えられ，Propanoplosaurus marylandicusと名付けられました。
（9/12 Johns Hopkins Medicine，The First Hatchling Dinosaur Reported 
from the Eastern United States: Propanoplosaurus marylandicus 
(Dinosauria: Ankylosauria) from the Early Cretaceous of Maryland, U.S.A. 
Journal of Paleontology, 85(5),916-924）

http://esciencecommons.blogspot.com/2011/08/polar-dinosaur-tracks-open-new-trail-to.html
http://esciencecommons.blogspot.com/2011/08/polar-dinosaur-tracks-open-new-trail-to.html
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/03115518.2011.597564
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/03115518.2011.597564
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/03115518.2011.597564
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/03115518.2011.597564
http://www.hopkinsmedicine.org/news/media/releases/newborn_dinosaur_discovered_in_maryland
http://www.hopkinsmedicine.org/news/media/releases/newborn_dinosaur_discovered_in_maryland
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/10-113.1
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9／18
琥珀の中に保存された恐竜の羽毛が発見されました。
　 カナダ，アルバータ州の中生代白亜紀後期（約8000万年前）の地層から，羽毛が
中に入った琥珀が発見されました。この羽毛には色素や色さえ保存されていたそう
です。色は茶色から黒色だそうです。
　 今回発見された羽毛の中には恐竜の羽毛によく似た構造をしているものもあるそ
うです。また鳥類のものも思われる羽毛は，水中を泳ぐことができるカイツブリの
羽毛に非常に似ているそうです。白亜紀後期羽毛は様々な進化の段階にあり，恐竜
にとっても鳥類にとっても様々な機能を持っていたと研究者は考えています。
（9/15 University of Alberta，A Diverse Assemblage of Late Cretaceous 
Dinosaur and Bird Feathers from Canadian Amber. Science, 3336049, 
1619-1622）

http://www.science.ualberta.ca/en/FacultyofScienceNews/2011/09/Trappingtimeinamber.aspx
http://www.science.ualberta.ca/en/FacultyofScienceNews/2011/09/Trappingtimeinamber.aspx
http://www.sciencemag.org/content/333/6049/1619
http://www.sciencemag.org/content/333/6049/1619
http://www.sciencemag.org/content/333/6049/1619
http://www.sciencemag.org/content/333/6049/1619
http://www.sciencemag.org/content/333/6049/1619
http://www.sciencemag.org/content/333/6049/1619
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9／21
ユタ州から新種のトロオドン類の化石が発見されました。
　 アメリカ合衆国ユタ州南部の中生代白亜紀後期（約7500万年前）の地層
Kaiparowits層から，新属新種のトロオドン類の化石が発見され，Talos sampsoniと
名付けられました。
　 トロオドン類は鳥類に近いと考えられている小型の肉食恐竜です。知能が高く，
一部の恐竜には羽毛があったと考えられています。ほとんどがアジアから発見され
ており，これまで北米の白亜紀後期の地層からはトロオドンを含む2種が発見されて
いるのみでした。その独特な形の歯や，消化管の位置から種子の化石が発見されて
いる種があることなどから，トロオドン類の中には雑食や植物食のものがいたとも
考えられています。またナイフのような鋭い歯をもつことから肉食だったと考えら
れている種もいます。T. sampsoniを発見した研究者は，雑食性は原始的なトロオド
ン類に限られ，トロオドンやT. sampsoniなどの進化したトロオドン類は肉食だった
と考えています。
　T. sampsoniの体重は約38kgだったと推定されています。トロオドンに比べるとか
なり軽く，ほっそりとした体つきをしています。T. sampsoniの左の第2指には変形が
見られるそうです。生きているときに骨折したか咬まれたものと研究者は考えてい
ます。第2指には大きなかぎ爪がついています。この損傷について調べるために，
CTスキャンで骨の1個1個が調べられました。この結果損傷は第2指にだけ起こり，
左足のほかの部分は無傷だったことが分かったそうです。また咬まれたか骨折した
かで損傷を受けた後，感染症にかかったらしいということもわかったそうです。ま
た損傷を受けた第2指が数週間から数か月かけて治った痕跡があることから，第2指
が損傷した状態がかなりの長い間続いたらしいとも考えられています。
　 T. sampsoniが生きていた白亜紀後期は温暖な気候で海水準が高く，北米大陸には
北極海からメキシコ湾にかけて海が進出していたと考えられています。2つに分かれ
た北米大陸のうち，東側はアパラチア，西側はララミディアと呼ばれています。この
時期恐竜の多様性は最も高かったと考えられています。T. sampsoniが発見された
Kaiparowits層は西側のララミディアで堆積したと考えられています。Kaiparowits
層からはほかの地域とは異なる恐竜が多数発見されています。これまでハドロサウ
ルス類や角竜などの大型の恐竜でほかの地域とは異なる種が生息していたことはわ
かっていました。T. sampsoniの発見により，小型の恐竜でもこの地域独特の種が生
息していたらしいということがわかりました。
（9/19 ScienceDaily，A New Troodontid Theropod, Talos sampsoni gen. et 
sp. nov., from the Upper Cretaceous Western Interior Basin of North 
America. PLoS ONE, 2011,6(9)）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/09/110919171338.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/09/110919171338.htm
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0024487
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0024487
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0024487
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0024487
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0024487
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0024487
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恐竜関連
10／9
アクロカントサウルスは内股だったらしいということがわかりました。
　 アメリカ合衆国アーカンソー州の中生代白亜紀前期（約1億2000万年前）の地層
から，恐竜の足跡化石がいくつも発見されました。この中には，竜脚類や，体長約
8mの大型の獣脚類アクロカントサウルスのものと思われる足跡化石もあったそうで
す。
　この足跡化石をレーザーでスキャンして解析したところ，アクロカントサウルスは
少し内股だったらしいということがわかったそうです。
（10/7 National Geographic News）

10／17
ティラノサウルスはこれまで考えられていたよりも大きく，そして速く成長したら
しいということがわかりました。
　ティラノサウルスの体重がデジタルモデルによって推定されました。ティラノサウ
ルスの5体の標本が3Dレーザーによってスキャンされました。そして鳥やワニの
データをもとに筋肉や皮膚などの軟組織の量が推定され，それをもとに体重が推定
されました。
　 この結果，ティラノサウルスはこれまで考えられていたよりもかなり重かったら
しいということがわかったそうです。成体のティラノサウルスの体重は6～8t，そし
てこれまで発見されている中で最も大きく，そして最も完全な標本であるSUEの場
合，9t以上という結果が出たそうです。これはこれまで考えられていたよりも30％
重い値です。そして調べられた5体の中で，SUEの筋肉量が最も多かったことがわ
かったそうです。大きい個体ほど筋肉量が多く，小さい個体ほど筋肉量が少ないと
いう結果から，成長速度もこれまで考えられていたよりも速かっただろうと研究者
は考えています。最も速いときで，1年に1790kgずつ増えただろうと推定されてい
ます。これはこれまで考えられていた成長速度の2倍以上の速さです。
　 また成長するにしたがって相対的に胴体は長く重く，肢は短く軽くなるため重心
は前に移動していっただろうと考えられています。このため成長するにつれて動き
は遅くなっていったと研究者は考えています。
（The Field Museum，A Computational Analysis of Limb and Body 
Dimensions in Tyrannosaurus rex with Implications for Locomotion, 
Ontogeny, and Growth. PLoS ONE,6(10)）

http://news.nationalgeographic.com/news/2011/10/111006-new-dinosaur-tracks-arkansas-paleontology-science/
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/10/111006-new-dinosaur-tracks-arkansas-paleontology-science/
http://fieldmuseum.org/about/tyrannosaurus-rex-grew-twice-fast-previously-thought-rapid-growth-came-cost-slower-locomotion
http://fieldmuseum.org/about/tyrannosaurus-rex-grew-twice-fast-previously-thought-rapid-growth-came-cost-slower-locomotion
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0026037
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0026037
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0026037
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0026037
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0026037
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0026037
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恐竜関連
10／23
カルノタウルスは非常に速く走れたらしいということがわかりました。
　 カルノタウルスの尾骨は尾肋骨が斜め上に伸び，その先端は前方に曲がって，前
方の骨と連結するという特殊な形をしています。これにより尾の下側の筋肉が多く
なると考えられています。またカルノタウルスと同じアベリサウルス類で同じような
尾骨の特徴を持つアウカサウルスの尾肋骨には，前後方向に伸びる溝が見られるそ
うです。研究者はこれは尾の下側にある筋肉とその外側を取り囲む筋肉の境目が付
着していた痕だと考えています。このことにより，進化したアベリサウルス類では尾
の下側にある筋肉が尾の上方に伸びている骨にくっつくほど巨大だったと研究者は
考えています。
　 研究者は3Dコンピュータモデルを使って尾の筋肉を再現しました。この結果，カ
ルノタウルスの尾の下側にある筋肉の量は，獣脚類の中で最も多かったという結果
が出たそうです。尾の下側の筋肉は走っているときに大たい骨を引っ張り力強い一
歩を踏み出すのに使われます。このためカルノタウルスは非常に速い速度で走るこ
とができたと研究者は考えています。しかし尾骨が連結していた結果，素早く，そ
して流れるような方向転換はできなかったとも考えられています。
　 南米のアベリサウルス類3種，カルノタウルス，アウカサウルス，スコーピオノベ
ナトールの尾骨の特徴を調べた結果，南米のアベリサウルス類は進化するにした
がって大たい骨につながる尾の下側の筋肉の量が増加し，尾が曲がりにくくなっ
てったことが示唆されるそうです。
（10/14 ScienceDaily，Dinosaur Speed Demon: The Caudal Musculature 
ofCarnotaurus sastrei and Implications for the Evolution of South American 
Abelisaurids.PLoS ONE6 (10)）

11／19
角竜パキリノサウルスの成長の仕方がわかりました。
　 恐竜の年齢や成長速度は，骨の年輪の数や間隔を用いて調べられます。しかし角
竜に関しては年輪が残っている化石が少ないため，よくわかっていませんでした。
　 今回，アラスカ北部の中生代白亜紀末期（約7060万年前～約6550万年前）の地
層から発見されたパキリノサウルスの大たい骨の年輪が調べられました。低緯度地
域よりも高緯度地域に棲む個体の方が，年輪がはっきり残っているそうです。この
結果，パキリノサウルスは幼体の時は急速に成長し，9歳の時に性的に成熟し，19
歳の時に寿命を迎えていたらしいということがわかったそうです。
（Longevity and growth rate estimates for a polar dinosaur: a 
Pachyrhinosaurus(Dinosauria: Neoceratopsia) specimen from the North 
Slope of Alaska showing a complete developmental record. Historical 
Biology, 23(4), 327-334）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/10/111014212405.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/10/111014212405.htm
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0025763
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0025763
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0025763
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0025763
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0025763
http://www.plosone.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pone.0025763
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2010.546856
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11／27
角竜プロトケラトプスの巣の化石が発見されました。
　モンゴルの中生代白亜紀後期（約7000万年前）の地層から，角竜プロトケラトプ
ス（Protoceratops andrewsi）の巣の化石が発見されました。プロトケラトプスの巣
の化石が発見されるのは初めてです。
　 直径70cmのボウル型の巣の中に，15体の幼体の化石が入っていたそうです。ど
の個体も同じくらいの大きさで同じ成長段階にあることから，同じ母親から同時期
に生まれた子供の化石だと考えられています。死んだときこの子供たちは1歳未満
だったろうと研究者は考えています。また今回の発見から，プロトケラトプスは卵
から孵った後しばらくは巣にとどまり，親が面倒を見ていたものと研究者は考えて
います。
（11/21 University of Rhode Island，A Nest of Protoceratops andrewsi 
(Dinosauria, Ornithischia). Journal of Paleontology, 85(6), 1035-1041）

11／27
ミクロラプトルは鳥を食べていたらしいということがわかりました。
　 中国の中生代白亜紀前期の地層熱河層群から，腹部に鳥の化石のあるミクロラプ
トルの化石が発見されました。この鳥はミクロラプトルが死ぬ直前に食べたもの
で，生きたまま捕まえて丸飲みにしていたと研究者は考えています。
　 ミクロラプトルの腹部から発見されたのはエナンティオルニス類の成体だそうで
す。熱河生物群のエナンティオルニス類は樹の上で生活していたと考えられている
ため，ミクロラプトルも同じように樹の上で生活し，樹の上で狩りをしていたと研
究者は考えています。
（11/23 Discovery News，Additional specimen of Microraptor provides 
unique evidence of dinosaurs preying on birds. Proceedings of the National 
Academy of Sciences, Early Edition）

http://www.uri.edu/news/releases/?id=6045
http://www.uri.edu/news/releases/?id=6045
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/11-008.1?journalCode=pleo
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/11-008.1?journalCode=pleo
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/11-008.1?journalCode=pleo
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/11-008.1?journalCode=pleo
http://news.discovery.com/animals/dinosausr-eats-bird-111123.html
http://news.discovery.com/animals/dinosausr-eats-bird-111123.html
http://www.pnas.org/content/early/2011/11/17/1117727108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/11/17/1117727108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/11/17/1117727108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/11/17/1117727108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/11/17/1117727108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/11/17/1117727108.abstract
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12／1
これまで発見されている中で最大の皮骨の化石が発見されました。
　 マダガスカルの中生代白亜紀後期（約9960万年前～約6550万年前）の地層か
ら，竜脚類の皮骨の化石が発見されました。
　 皮骨とは真皮の中にできる骨で，ワニなどの爬虫類，アルマジロなどの哺乳類，
そしてステゴサウルスやアンキロサウルスなどの恐竜などに見られます。竜脚類で
はティタノサウルス類に皮骨が見られます。これまで，竜脚類の体の中で皮骨がどの
ように分布し，どのような役割をもっていたかが調べられてきました。
　今回発見されたのはラペトサウルス（Rapetosaurus krausei）の皮骨です。ワニや
アルマジロとは違い，ラペトサウルスの皮骨の数は少なかったことが今回の研究で
はっきりしたそうです。このような数では，ラペトサウルスの皮骨が防御のための
もの，また体温調節のためのものだったとは考えにくいそうです。さらに，今回発
見された皮骨はこれまで発見されている中で最大の9.63m3もあり，内部には体積の
半分以上の大きさの空洞があるそうです。ラペトサウルスの皮骨には，厳しい環境
で生きるためのミネラルを蓄えておく役割があったのではないかと研究者は考えて
います。
（11/29 Macalester College，Sauropod dinosaur osteoderms from the 
Late Cretaceous of Madagascar. Nature Communications, 2, 564）

12／7
新種の角竜が報告されました。
　新種の角竜が報告されました。学名はSpinops sternbergorum。中生代白亜紀後期
（約7600万年前）のカナダに生きていた角竜です。鼻の上に1本の大きな角があ
り，フリルの上からは後ろ方向に2本，そして前方向にかぎ状にまがったトゲが2本
伸びているそうです。体重は約2tと見積もられています。
　 Spinopsはセントロサウルスやスティラコサウルスに近い仲間だと考えられていま
す。顔も，セントロサウルスやスティラコサウルスに似ています。しかしSpinopsの
フリルの上から後ろ方向に伸びたトゲは，セントロサウルスやスティラコサウル
ス，またほかのどの角竜とも違う位置から伸びていることがわかったそうです。こ
れまで，フリルの上から後ろ方向に伸びたトゲはすべて同じ起源をもつと考えられ
てきました。しかし今回の発見により，このトゲが複数の起源をもつかもしれない
ということが分かったそうです。
（11/29 Raymond M. Alf Museum of Paleontology，A new centrosaurine 
from the Late Cretaceous of Alberta, Canada, and the evolution of parietal 
ornamentation in horned dinosaurs. Acta Palaeontologica Polonica, 56(4)）

http://www.macalester.edu/news/2011/11/dinosaur-bone-is-largest-osteoderm-ever-found
http://www.macalester.edu/news/2011/11/dinosaur-bone-is-largest-osteoderm-ever-found
http://www.nature.com/ncomms/journal/v2/n11/full/ncomms1578.html
http://www.nature.com/ncomms/journal/v2/n11/full/ncomms1578.html
http://www.nature.com/ncomms/journal/v2/n11/full/ncomms1578.html
http://www.nature.com/ncomms/journal/v2/n11/full/ncomms1578.html
http://alfmuseum.org/in-the-news/112-new-dinosaur-named-by-alf-scientist
http://alfmuseum.org/in-the-news/112-new-dinosaur-named-by-alf-scientist
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100121.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100121.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100121.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100121.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100121.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100121.html
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12／20
南極大陸で竜脚類の化石が発見されました。
　 南極大陸の中生代白亜紀後期（約9960万年前～約6550万年前）の地層から，竜
脚類の化石が発見されました。
　 南極大陸から竜脚類の化石が発見されるのは初めてです。これまで竜脚類の化石
は南極大陸を除くすべての大陸から発見されていましたが，南極大陸からは発見さ
れていませんでした。
　 発見されたのは，不完全な尾椎の化石です。その大きさや形から，進化したティ
タノサウルス類のものだと研究者は考えています。
　 今回の発見から，少なくとも白亜紀後期にはティタノサウルス類が世界中に分布
していたと，研究者は考えています。
（12/18 Springer Select，The first record of a sauropod dinosaur from 
Antarctica.Naturwissenschaften, Online First）

http://www.springer.com/about+springer/media/springer+select?SGWID=0-11001-6-1321221-0
http://www.springer.com/about+springer/media/springer+select?SGWID=0-11001-6-1321221-0
http://www.springerlink.com/content/b83356604xk128m5/
http://www.springerlink.com/content/b83356604xk128m5/
http://www.springerlink.com/content/b83356604xk128m5/
http://www.springerlink.com/content/b83356604xk128m5/
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翼竜・魚竜・その他の爬虫類
１／3
水中生活に適応したワニの新種の化石が発見されました。
　 1955年にイタリアで採取された中生代ジュラ紀中期（約1億7200万年前～約1億
6800万年前）の石灰岩にワニの骨が入っているのが発見され，詳しく調べられまし
た。この結果，このワニは海に棲息していたメトリオリンクス科の新種とわかり，
Neptunidraco ammoniticusと名づけられました。N. ammoniticusは体長約4m。流線
型の頭部に水の流れに抵抗の無い形の体，そしてサメのヒレのような形の尾をもっ
ていました。現生のワニよりはイルカに似ており，完全に水中での生活に適応して
いたと研究者は考えています。
　 メトリオリンクス科の化石は世界中で発見されていますが，かつてテチス海だっ
た地層で発見されたのは今回が初めてです。このことから，メトリオリンクス科は
これまで考えられていたよりも繁栄していたと研究者は考えています。
　 N. ammoniticusはメトリオリンクス科では最古の種になります。メトリオリンク
ス科と現生のワニにつながる系統は約1億7200万年前に枝分かれしたと研究者は考
えています。
（12/30 National Geographic News，The oldest known metriorhynchid 
crocodylian from the Middle Jurassic of North-eastern Italy: Neptunidraco 
ammoniticus gen. et sp. nov. Gondwana Research, 19(2), 550-565）

http://news.nationalgeographic.com/news/2010/12/101230-new-prehistoric-crocodile-science-paleontology/
http://news.nationalgeographic.com/news/2010/12/101230-new-prehistoric-crocodile-science-paleontology/
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1342937X10001449
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1342937X10001449
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1342937X10001449
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1342937X10001449
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1342937X10001449
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1342937X10001449
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翼竜・魚竜・その他の爬虫類
1／23
卵を抱えた翼竜の化石が発見されました。
　 中国の中生代ジュラ紀後期（約1億6000万年前）の地層から，腹部に卵のある翼
竜の化石が発見されました。
　 今回卵と一緒に発見された個体は雌だと考えられています。このように性別が
はっきりとわかる発見は非常に珍しく，翼竜では初めてです。今回発見された翼竜
はDarwinopterusという属でトサカをもっていますが，今回発見された個体にはトサ
カが無いそうです。また今回発見された個体の腰部は比較的大きいそうです。これ
は卵が通るスペースを確保するためで，これも雌だということを示す特徴だと研究
者は考えています。一方トサカのある個体の腰部は比較的小さいそうです。このこ
とから雄だけがトサカをもち，ライバルを威嚇するのに使ったり，雌にアピールす
るのに使っていたと研究者は考えています。
　 多くの翼竜にはトサカがあります。このトサカの役割については長い間わかっい
ませんでした。トサカがあるものが雄，無いものが雌，という可能性も考えられて
きましたが，性別を確定する証拠がこれまで発見されてこなかったため，トサカが
あるものと無いものが別種にされることも多くありました。今回の発見により，翼
竜のオスと雌の割合や行動を調べることができるようになるとともに，これまで別
種とされてきた種を1つの種として統合することができると研究者は考えています。
（1/20 ScienceDaily，An Egg-Adult Association, Gender, and Reproduction 
in Pterosaurs. Science, 331(6015), 321-324）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110120142352.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110120142352.htm
http://www.sciencemag.org/content/331/6015/321
http://www.sciencemag.org/content/331/6015/321
http://www.sciencemag.org/content/331/6015/321
http://www.sciencemag.org/content/331/6015/321
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3／6
世界で2番目に古いプテラノドン科の化石が発見されました。
　アメリカ合衆国テキサス州の中生代白亜紀後期（約8900万年前）の地層から，翼
竜の化石が発見されました。
　 今回発見された上腕骨の化石にはプテラノドン科に特徴的な反った三角形の突起
があるため，この翼竜はプテラノドン科の翼竜であると考えられています。プテラ
ノドン科の化石としては北米では最古，そして世界でも2番目に古い化石になりま
す。
　 またこの上腕骨はプテラノドンの上腕骨に非常に良く似ているそうです。プテラ
ノドンと断定できる特徴は残っていませんが，もしこの化石が本当にプテラノドン
の化石なら，北米では最も南で発見されたプテラノドンの化石になります。
（Earliest Occurrence of the Pteranodontidae (Archosauria: Pterosauria) in 
North America: New Material from the Austin Group of Texas. Journal of 
Paleontology, 84(6), 1071-1081）

4／3
ブラジルから原始的なワニの化石が発見されました。
　 ブラジルの中生代白亜紀後期（約9960万年前～約6550万年前）の地層から，ほ
ぼ完全なクロコダイル型類の頭骨の化石が発見されました。
　クロコダイル型類とは現生のアリゲーターやクロコダイル，カイマンなどが含まれ
るワニ目に属する原始的なワニです。
　Pepesuchus deiseaeと名づけられたこのワニは現生のワニとほとんど変わらない形
をしていたそうです。このことから，ワニ型類はほとんど形を変えることなく異な
る環境に適応していったのだろうと研究者は考えています。
（3/30 National Geographic News，On a new peirosaurid crocodyliform 
from the Upper Cretaceous, Bauru Group, southeastern Brazil. Anais da 
Academia Brasileira de Ciências, 83(1), 317-327）

http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/09-082.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/09-082.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/09-082.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/09-082.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/09-082.1
http://www.bioone.org/doi/abs/10.1666/09-082.1
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/03/pictures/110330-new-dinosaur-crocodile-cousin-brazil/
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/03/pictures/110330-new-dinosaur-crocodile-cousin-brazil/
http://www.scielo.br/scielo.php?script=sci_abstract&pid=S0001-37652011000100020&lng=en&nrm=iso&tlng=en
http://www.scielo.br/scielo.php?script=sci_abstract&pid=S0001-37652011000100020&lng=en&nrm=iso&tlng=en
http://www.scielo.br/scielo.php?script=sci_abstract&pid=S0001-37652011000100020&lng=en&nrm=iso&tlng=en
http://www.scielo.br/scielo.php?script=sci_abstract&pid=S0001-37652011000100020&lng=en&nrm=iso&tlng=en
http://www.scielo.br/scielo.php?script=sci_abstract&pid=S0001-37652011000100020&lng=en&nrm=iso&tlng=en
http://www.scielo.br/scielo.php?script=sci_abstract&pid=S0001-37652011000100020&lng=en&nrm=iso&tlng=en
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4／24
最古の歯周病の証拠が発見されました。
　 アメリカ合衆国オクラホマ州の古生代ペルム紀前期（約2億7500万年前）の地層
から採集された爬虫類Labidosaurus hamatusの化石に，歯周病によって歯が抜け，
骨が溶けた症状があるのが発見されました。これまで発見されていた口や歯の病気
は，約7000万年前のものが最古でした。
　L. hamatusの保存の良い標本数点の顎の化石が調べられました。1標本では歯が抜
け，顎の骨が溶けているのが発見されました。これはひどい歯周病の結果だと考え
られています。
　 爬虫類の祖先が陸上生活に適応したとき，他の動物や植物を効率的に食べられる
ような歯や頭蓋骨を進化させました。原始的な種類では歯は最初連続的に生え変
わっていましたが，進化したものではほとんどあるいは全く生え変わらない歯をも
つものが出現しました。L. hamatusの歯も生え変わらなかったと考えられています。
Labidosaurusやその仲間が世界中に大量に分布していることは，この種類が成功し
たことを示していると考えられています。
　 しかし歯が生え変わらなくなったことにより，歯周病になる可能性は大きく増加
したと研究者は考えています。これはひどく磨り減ったり損傷したりした歯の歯髄
腔が，歯が頻繁に生え変わる動物よりも口の中の細菌にさらされる時間が長くなる
ためだと研究者は考えています。
（4/18 USATODY.com，Osteomyelitis in a Paleozoic reptile: ancient 
evidence for bacterial infection and its evolutionary significance. 
Naturwissenschaften, 98(6), 551-555）

5／8
下顎に傷跡のある魚竜の化石が発見されました。
　 オーストラリア南部の中生代白亜紀前期（約1億4600万年前～約9960万年前）
の地層から，下顎に治癒した傷跡のある魚竜の化石が発見されました。このように
傷のある魚竜化石の発見は非常に珍しいです。
　 この傷は捕食者によって付けられたものではなく，求愛や，食べ物，交配相手，
縄張りなどを争っている間についたものだと研究者は考えています。
（5/4 Uppsala Universitet，Healed bite marks on a Cretaceous ichthyosaur. 
Acta Palaeontologica Polonica）

http://content.usatoday.com/communities/sciencefair/post/2011/04/worlds-oldest-toothache-found/1
http://content.usatoday.com/communities/sciencefair/post/2011/04/worlds-oldest-toothache-found/1
http://www.springerlink.com/content/3744065h54p672l0/
http://www.springerlink.com/content/3744065h54p672l0/
http://www.springerlink.com/content/3744065h54p672l0/
http://www.springerlink.com/content/3744065h54p672l0/
http://www.springerlink.com/content/3744065h54p672l0/
http://www.springerlink.com/content/3744065h54p672l0/
http://www.uu.se/news/news_item.php?typ=pm&id=1371
http://www.uu.se/news/news_item.php?typ=pm&id=1371
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100117.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100117.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100117.html
http://www.app.pan.pl/article/item/app20100117.html
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５／15
超大陸パンゲアでは，気候によって棲み分けがされていたらしいということがわか
りました。
　中生代三畳紀中期～後期（約2億3000万年前～約2億年前），地球上の大陸は1つ
に集まり，巨大な超大陸パンゲアを作っていました。
　 北米大陸東部に分布する，パンゲアの南緯3度から北緯26度で堆積した地層を調
べたところ，山脈などの移動の障壁となる地形が無かったにもかかわらず，キノド
ン類は北緯6度の限られた地域に分布し，プロコロフォン類は北緯5度～20度の地域
に分布していたらしいということがわかったそうです。
　 これらの生物が棲息する地域の気候を調べたところ，キノドン類が棲息していた
地域では年に2回雨季があり，プロコロフォン類が棲息していた地域では雨季が年に
1回しかなかったらしいということがわかったそうです。これはキノドン類が湿潤な
気候を好み，プロコロフォン類が乾燥した気候に適応していたためと研究者は考え
ています。
（5/12 Brown University News and Events，Climatically driven 
biogeographic provinces of Late Triassic tropical Pangea. Proceedings of 
the National Academy of Sciences,108(22), 8972-8977）

５／22
ワニと鳥類が従来考えられていたよりも早く分かれたらしいということがわかりま
した。
　 ワニと鳥類は恐竜とともに主竜類というグループに属します。これまでワニと鳥
類は中生代三畳紀前期（約2億5100万年前～約2億4600万年前）に共通の祖先から
枝分かれしたと考えられてきました。
今回，1970年代に中国で発見された背中に帆をもった爬虫類の化石が詳しく再調査
され，その分類が調べられました。この爬虫類の名はXilousuchus sapingensis。これ
まで，主竜類に近い仲間のarchosauriformと考えられてきました。
しかしその骨を詳しく調べた結果，ほぼ全てのarchosauriformとは異なる特徴をもつ
ことがわかったそうです。研究者はX. sapingensisは主竜類，さらに詳しく言えば原
始的なワニだと考えています。
また今回の研究で，X. sapingensisが発見された地層の年代が約2億5200万年前～約
2億4700万年前だということがわかったそうです。これにより，ワニと鳥類が従来
考えられていたよりも早く分化したらしいということが示唆されます。
（5/18 University of Washington，A sail-backed suchian from the 
Heshanggou Formation (Early Triassic: Olenekian) of China, Edinburgh 
Earth and Environmental Science Transactions of the Royal Society of 
Edinburgh, 101, 271-284）

http://news.brown.edu/pressreleases/2011/05/pangaea
http://news.brown.edu/pressreleases/2011/05/pangaea
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.washington.edu/news/articles/china-fossil-shows-bird-crocodile-family-trees-split-earlier-than-thought
http://www.washington.edu/news/articles/china-fossil-shows-bird-crocodile-family-trees-split-earlier-than-thought
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
http://journals.cambridge.org/action/displayAbstract?fromPage=online&aid=8275242&fulltextType=RA&fileId=S1755691011020044
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7／7
翼竜は鳥類との競争に負けて絶滅したのではないらしいということがわかりまし
た。
　 翼竜は中生代三畳紀後期（約2億2000万年前）に出現し，白亜紀末（約6550万
年前）に恐竜とともに絶滅しました。これまで翼竜は鳥類との競争に負けて絶滅し
たと考えられてきましたが，どうもそうではないらしいということが今回発表され
た論文でわかりました。
　 今回，50種の様々な翼竜について，いつ出現していつ絶滅したのか，またどのよ
うな身体的特徴をもち，どのような環境に適応していたのかが調べられました。
　この結果，出現してから7000万年間は翼竜の多様性は低く，鳥類が出現した中生
代ジュラ紀後期（約1億5000万年前）以降に多様化し始めたらしいということがわ
かったそうです。翼竜は中生代白亜紀前期（約1億2500万年前）に最も多様化した
と研究者は考えています。その多様性は始祖鳥やほかの鳥類が出現する前のジュラ
紀に比べて3倍という結果が出たそうです。約1億2500万年前には鳥類もまた多様
化していました。
　 またサイズなどの身体的特徴をグラフに表してグループ分けを行ったところ，原
始的なグループであるランフォリンクス類と進化したグループであるプテロダクティ
ルス類は全く異なる傾向をもつことが分かったそうです。またプテロダクティルス類
はランフォリンクス類に比べて多様性が非常に高いのも特徴です。プテロダクティ
ルス類には頭部に大きなトサカをもつタペジャラや，翼開長12mもの巨大なケツァ
ルコアトルスなどがいます。
　 翼竜は鳥類と棲み分けを行っており，鳥類との間に競争は起きていなかったと研
究者は考えています。
（Paleobiology and Biodiversity Research Group）

http://palaeo.gly.bris.ac.uk/macro/pterosaurs.html
http://palaeo.gly.bris.ac.uk/macro/pterosaurs.html
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８／12
クビナガリュウが胎生だった証拠が発見されました。
　クビナガリュウは陸上では自分の体重を支えられず，陸上に上陸して卵を抱えるこ
とはできなかったらしいと考えられています。このためクビナガリュウは胎生だっ
たと考えられてきましたが，これまでその証拠は発見されていませんでした。
　 1987年にアメリカ，カンザス州の中生代白亜紀後期（約7800万年前）の地層か
ら発見されたクビナガリュウの化石の腹部に，もう1体別のクビナガリュウの化石が
あるのが発見されました。これは胎児を抱えた母親の化石だろうと考えられていま
す。胎児の化石には肋骨，20個の椎骨，肩，腰，そしてヒレの骨があるそうです。
胎児の体は母親の体に対してとても大きいそうです。現生の動物ではこのような大
きな子どもを1体だけ産む動物は，群れで生活して産まれた子どもを育てていること
から，クビナガリュウも同じように子育てをしていたのだろうと研究者は考えてい
ます。
（8/11 National Geographic News，Viviparity and K-Selected Life History in 
a Mesozoic Marine Plesiosaur (Reptilia, Sauropterygia). Science, 33(6044), 
870-873）

9／18
新属新種のクロコダイル型類の化石が発見されました。
　コロンビアの新生代古第三紀暁新世中期（約6000万年前）の地層から，クロコダ
イル型類のディロサウルス科のワニの化石が発見されました。
　ディロサウルス科の化石はこれまで南米でしか発見されておらず，コロンビアから
は2例目の発見になります。新属新種と考えられ，Acherontisuchus guajiraensisと名
付けられました。川などの淡水域に棲息していたと考えられています。吻部が細く
て長く，とがった歯ばかりが生えていることから，肺魚や硬骨魚を食べていたと研
究者は考えています。
　白亜紀後期（約7500万年前）にアフリカで出現したディロサウルス科のワニも，
これまでコロンビアで唯一発見されていたCerrejonisuchus improcerusも，A. 
guajiraensisとは異なり幅広い吻部をもちさまざまなものを食物としていたと考えら
れています。これまで原始的なクロコダイル型類はみな，このような生態だったと
考えられてきました。しかし今回の発見により，非常に特殊化した特徴をもつ種類
もいたらしいということがわかりました。
（9/14 University of Florida News，A new longirostrine dyrosaurid 
(Crocodylomorpha, Mesoeucrocodylia) from the Paleocene of north-
eastern Colombia: biogeographic and behavioural implications for New-
World Dyrosauridae. Palaeontology, 54(5), 1095?1116）

http://news.nationalgeographic.com/news/2011/08/110811-plesiosaurs-live-birth-fossils-young-science-chiappe-dinosaurs-fetus/
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/08/110811-plesiosaurs-live-birth-fossils-young-science-chiappe-dinosaurs-fetus/
http://www.sciencemag.org/content/333/6044/870
http://www.sciencemag.org/content/333/6044/870
http://www.sciencemag.org/content/333/6044/870
http://www.sciencemag.org/content/333/6044/870
http://www.sciencemag.org/content/333/6044/870
http://www.sciencemag.org/content/333/6044/870
http://news.ufl.edu/2011/09/14/ancient-crocodile/
http://news.ufl.edu/2011/09/14/ancient-crocodile/
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01092.x/abstract;jsessionid=A1F5FF2132F99D583A60A03715C9298D.d01t04


! 30

翼竜・魚竜・その他の爬虫類
10／17
翼開長7mの歯のある翼竜がいたらしいということがわかりました。
　 翼竜には歯のあるタイプとないタイプがいます。歯のある翼竜のほとんどは翼開
長2～3mと比較的小柄ですが，オルニトケイルス科の翼竜だけは翼開長6m以上の大
きな体をもちます。
　 今回，ロンドンの自然史博物館に所蔵されているオルニトケイルス科の化石を
使って，その体サイズが推定されました。この化石はColoborhynchus capitoのもの
と考えられる上顎の先端の骨で，折れた歯が何本かついています。C. capitoの化石
はこれまで破片が数点発見されているのみで，この翼竜の大きさはわかっていませ
んでした。しかし最近，ブラジルからC. capitoに非常に近いオルニトケイルス科の
ほぼ完全な化石が発見されました。このブラジルから発見された翼竜の化石をもと
に，C. capitoの大きさが推定されました。
　この結果，C. capitoは翼開長7mと，歯のある翼竜の中では最大サイズの大きさを
していたらしいということがわかったそうです。
（10/13 University of Leicester，The world's largest toothed pterosaur, 
NHMUK R481, an incomplete rostrum of Coloborhynchus capito (Seeley 
1870) from the Cambridge Greensand of England. Cretaceous Research, In 
Press）

11／17
軟組織が保存されたモササウルス類の化石が発見されました。
　 アメリカ合衆国カンザス州の中生代白亜紀後期（約8580万年前～約8350万年
前）の地層から，軟組織が保存されたモササウルス類の化石が発見されました。
　 これまでモササウルス類の動きは骨の化石からしか推測することができませんで
した。これまでモササウルス類はウミヘビのように体をくねらせて泳いでいたと考
えられてきました。この泳ぎ方では泳ぐ速度が速くないため，モササウルス類は獲
物を待ち伏せて襲っていたと考えられています。
　 今回軟体部が保存された化石が発見されたのはエクテノサウルス（Ectenosaurus 
clidastoides）です。うろこと皮膚が残っていたそうです。うろこと皮膚の特徴か
ら，エクテノサウルスは泳いでいる間摩擦による抵抗を最小にできたと研究者は考
えています。また胴の前方は泳いでいる間多少固定され，胴の後方と尾の動きで前
進していたとと研究者は考えています。
（11/16 ScienceDaily，Three-Dimensionally Preserved Integument Reveals 
Hydrodynamic Adaptations in the Extinct Marine Lizard Ectenosaurus 
(Reptilia, Mosasauridae). PLoS ONE, 6 (11)）

http://www2.le.ac.uk/offices/press/press-releases/2011/october/tiny-fossil-fragment-reveals-giant-but-ugly-truth?searchterm=Tiny%20Fossil%20Fragment%20Reveals%20Giant-But-Ugly%20Truth:%20Part%20of%20Biggest-Ever%20Toothed%20Pterosaur%20from%20Dinosaur%20Era
http://www2.le.ac.uk/offices/press/press-releases/2011/october/tiny-fossil-fragment-reveals-giant-but-ugly-truth?searchterm=Tiny%20Fossil%20Fragment%20Reveals%20Giant-But-Ugly%20Truth:%20Part%20of%20Biggest-Ever%20Toothed%20Pterosaur%20from%20Dinosaur%20Era
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S019566711100125X
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/11/111116174738.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/11/111116174738.htm
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0027343
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0027343
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0027343
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0027343
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0027343
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0027343


! 31

翼竜・魚竜・その他の爬虫類
12／8
盤竜類がこれまで考えられていたよりも長く繁栄していたらしいということがわか
りました。
　 南アフリカ共和国の古生代ペルム紀中期（約2億6600万年前～約2億6000万年
前）の地層から，盤竜類の化石が発見されました。これは知られている盤竜類の化
石の中で最も新しいものだそうです。
　 この盤竜類の歯は薄く後ろにカーブし，そして鋸歯が発達しているそうです。こ
れらの特徴から，この盤竜類は食物の70％以上を肉が占めるhypercarnivoreだっ
たと考えられています。またこの盤竜類は，ペルム紀中期の末期の動物相の中で最
も小さい捕食者だったと考えられています。ペルム紀中期（約2億7100万年前～約
2億6000万年前）を通して，この盤竜類がほぼ世界中に分布していたと研究者は考
えています。
（The last 'pelycosaur': a varanopid synapsid from the Pristerognathus 
Assemblage Zone, Middle Permian of South Africa. Naturwissenschaften, 
98 (12), 1027-1034）

http://www.springerlink.com/content/m71171g0607v1ku7/
http://www.springerlink.com/content/m71171g0607v1ku7/
http://www.springerlink.com/content/m71171g0607v1ku7/
http://www.springerlink.com/content/m71171g0607v1ku7/
http://www.springerlink.com/content/m71171g0607v1ku7/
http://www.springerlink.com/content/m71171g0607v1ku7/
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鳥類
4／17
初期の鳥類の嗅覚は鋭かったらしいということがわかりました。
　 現生の鳥類の嗅覚には大きな幅があることが知られています。しかし初期の鳥類
の嗅覚や，恐竜から現生の鳥類への進化の過程での嗅覚の変化についてはほとんど
知られていませんでした。これまでは飛行能力と関係して視覚とバランス感覚が発
達した反面，嗅覚は弱くなっていったと考えられてきました。
　 嗅覚の変化を調べるために，合計157種の恐竜，鳥類の化石種，そして鳥類の現
生種の嗅球の大きさが調べられました。この結果，鳥類へとつながる恐竜のマニラ
プトル形類の進化の過程で嗅球は大きくなり，恐竜から鳥類への進化の間は変わら
ず，基盤的な鳥類と初期の新鳥類の進化の間にまた大きくなったことがわかったそ
うです。初期の新鳥類以降の新鳥類の進化の間嗅球の大きさは変わらず，現生の鳥
類へと進化する過程で嗅球は小さくなっていったそうです。このことから，嗅覚は
鳥類の進化の過程で一様に弱くなっていったわけではなく，鳥類の初期の進化にお
いては嗅覚が発達したらしいということがわかったそうです。
　 この嗅覚の発達によって初期の鳥類は食糧を探したり目的の場所に移動すること
が効率的にできるようになり，白亜紀末の大量絶滅を生き延びることができたのだ
ろうと研究者は考えています。
（4/13 OHIO: Research，Evolution of olfaction in non-avian theropod 
dinosaurs and birds, Proceedings of the Royal Society B: Biological 
Sciences, FirstCite）

http://www.ohio.edu/research/communications/birdsmell.cfm
http://www.ohio.edu/research/communications/birdsmell.cfm
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/08/rspb.2011.0238
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/08/rspb.2011.0238
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/08/rspb.2011.0238
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/08/rspb.2011.0238
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/08/rspb.2011.0238
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/08/rspb.2011.0238
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鳥類
9／21
白亜紀の原始的な鳥類は白亜紀末に突然絶滅したらしいということがわかりまし
た。
　 白亜紀に生きていた原始的な鳥類は白亜紀の末（約6550万年前）に絶滅しまし
た。しかし鳥類の骨は軽くてもろく，化石として残りにくいため，これが恐竜とと
もに突然絶滅したのか，それとも徐々に絶滅していったのかはわかっていません。
　 今回，北米西部の中生代白亜紀末期の地層から産出した20点以上の鳥類の化石が
調べられました。この結果，エナンティオルニス類，イクチオルニス類，ヘスペロ
ルニス類，Apsaravisに似た鳥類などの7種の原始的な鳥類を含む17種の鳥類が同定
されました。これらの原始的な鳥類は白亜紀の後の新生代古第三紀暁新世の地層か
らは発見されていません。これらの鳥類が白亜紀末期の地層から発見されたこと
は，白亜紀末に突然絶滅したことの強力な証拠であると研究者は考えています。今
回同定された鳥類のほとんどは真鳥類に含まれます。このことから白亜紀の間に真
鳥類が大きく多様化したことが示唆されます。しかし現生鳥類につながる新鳥類は1
種も発見されなかったそうです。白亜紀の鳥類の中で白亜紀末の大量絶滅を生き延
びた種はほとんどなく，ほんのわずかに生き延びた種から現生の鳥類が進化して
いったと研究者は考えています。
　 今回発見された鳥類化石は白亜紀後期では最も多様だそうです。現生の鳥類ほど
ではないもののサイズの幅も大きく，鳥類の多様性は白亜紀の末まで増加し続けて
いたと研究者は考えています。
（9/19 Yale Daily Bulletin，Mass extinction of birds at the Cretaceous?
Paleogene (K?Pg) boundary. Proceedings of the National Academy of 
Sciences, 108(37), 15253-15257）

http://dailybulletin.yale.edu/article.aspx?id=8879
http://dailybulletin.yale.edu/article.aspx?id=8879
http://www.pnas.org/content/108/37/15253.abstract
http://www.pnas.org/content/108/37/15253.abstract
http://www.pnas.org/content/108/37/15253.abstract
http://www.pnas.org/content/108/37/15253.abstract
http://www.pnas.org/content/108/37/15253.abstract
http://www.pnas.org/content/108/37/15253.abstract
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哺乳類
4／17
これまで発見されている中で最大のクマの化石が発見されました。
　 アルゼンチンの新生代新第三紀更新世前期～中期（約200万年前～約50万年前）
の地層から1935年に発見された化石が，これまで発見されている中で最大のクマの
化石であることがわかりました。
　 Arctotherium angustidensと名づけられたこのクマは2本足で立ち上がったときの
体高約3.4m，体重は約1.6tあったと見積もられています。それ以前に知られていた
最も重いクマは体重約1.1tだったそうです。A. angustidensは当時陸上で最も大きく
最も強い肉食動物だったろうと研究者は考えています。
　A. angustidensがこれだけ巨大な体をもっていたのは，南米大陸に獲物が豊富にい
たのと，他に巨大な肉食動物がいなかったためであろうと研究者は考えています。
（2/3 Nationnal Geographic News，The Largest Known Bear, Arctotherium 
angustidens, from the Early Pleistocene Pampean Region of Argentina: 
With a Discussion of Size and Diet Trends in Bears. Journal of Paleontology, 
85(1), 69-75）

8／4
ウガンダから，約2000万年前の類人猿の化石が発見されました。
　 ウガンダの新生代新第三紀中新世の地層から，類人猿の頭骨の化石が発見されま
した。
　 この時代の類人猿の完全な頭骨が発見されるのは初めてだそうです。この頭骨は
オランウータンやゴリラなどの大型類人猿に近縁な Ugandapithecus majorの雄の頭
骨だと考えられています。
　 死んだときは10歳くらいだったと考えられています。頭部はチンパンジーくらい
の大きさですが，脳の大きさはヒヒと同じくらいだったと考えられています。木に
登って生活していたと考えられています。
（8/3 DiscoveryNews）

http://news.nationalgeographic.com/news/2011/02/110203-biggest-bear-largest-giant-short-faced-animals-science/
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/02/110203-biggest-bear-largest-giant-short-faced-animals-science/
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://jpaleontol.geoscienceworld.org/cgi/content/abstract/85/1/69
http://news.discovery.com/animals/ape-skull-20-million-found-uganda.html
http://news.discovery.com/animals/ape-skull-20-million-found-uganda.html
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哺乳類
8／5
アルゼンチンからたくさんのげっ歯類の化石が発見されました。
　 ボリビアの新生代新第三紀中新世中期（約1300万年前～約1250万年前）の地層
から，哺乳類の化石が大量に発見されました。
　この中で最も多く発見されているげっ歯類はチンチラの仲間のProlagostomusだそ
うです。あまりにも数が多いため，プレーリードッグのような群れを作って生活し
ていたのではないかと研究者は考えています。
　 次に多く発見されているげっ歯類はAcarechimys sp.とGuiomys unica。
Acarechimys sp.は新種の可能性もあるそうです。Guiomys unicaはこれまでは
1600km以上も離れたアルゼンチン，パタゴニア地方からしか発見されていません
でした。
　また新種の哺乳類も20種以上発見されているそうです。
　その中で特に珍しいのは，Mesoprocta hypsodusとQuebradahondomys potosiensis
のげっ歯類2種。
　 M. hypsodusはコスタリカからブラジルにかけて多く生息しているアグーチやアク
シに近縁だと考えられています。体長45cm～50cm，肩高約20cm，体重3.5kg～
4.5kgと推定されています。アグーチやアクシと同じように果物や木の実を食べ，木
の間を食べ物を探して長時間過ごしていたと考えられていますが，歯の形から，
もっと開けた場所に棲息していた可能性もあると，研究者は考えています。
　 Q. potosiensisは現在では中米と南米中に広く生息しているトゲネズミの仲間だと
考えられています。木の歯を食べ，少なくとも数時間は木の上で過ごしていたと考
えられています。M. hypsodusが地上で食べ物を探していたのと同じ木に住んでいた
可能性があるとも，研究者は考えています。
　 今回発見されたげっ歯類は，南米大陸北部よりもパタゴニア地方のげっ歯類に似
ていると研究者は考えています
（8/4 Case Western Reserve University，New Middle Miocene Caviomorph 
Rodents from Quebrada Honda, Bolivia. Journal of Mammalian Evolution, 
Online First）

http://blog.case.edu/think/2011/08/04/fossils_of_forest_rodents_found_in_highland_desert
http://blog.case.edu/think/2011/08/04/fossils_of_forest_rodents_found_in_highland_desert
http://www.springerlink.com/content/w20n128j27717515/
http://www.springerlink.com/content/w20n128j27717515/
http://www.springerlink.com/content/w20n128j27717515/
http://www.springerlink.com/content/w20n128j27717515/
http://www.springerlink.com/content/w20n128j27717515/
http://www.springerlink.com/content/w20n128j27717515/
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哺乳類
8／28
クジラ類は水中で音の方向を識別するために左右非対称の頭骨を進化させたらしい
ということがわかりました。
　 歯クジラ類の頭骨は左右非対称になっています。また特殊な構造をした鼻から高
周波の音を出し，反響定位を行っています。一方ヒゲクジラ類の頭骨は左右対称で
反響定位もすることができません。このことから，原始的なクジラである原鯨類の
頭骨は左右対称で，左右非対称の頭骨は反響定位とともに歯クジラ類で発達したと
考えられてきました。
　今回，原鯨類の変形の見られない頭骨6点の対称性が調べられ，左右対称であるこ
とがはっきりしている偶蹄類の頭骨と比較されました。この結果，6点の頭骨すべて
左右非対称であることがわかったそうです。このことから，反響定位に関係なく，
歯クジラ類とヒゲクジラ類が出現する以前から頭骨は左右非対称であったことが示
唆されます。初期のヒゲクジラ類も左右非対称の頭骨をもっていたものの，後に左
右対称になったと研究者は考えています。
　 原鯨類の頭骨の左右非対称性は2次元的に曲がったものではなく，3次元的にねじ
れたものであることもわかったそうです。また原鯨類は歯クジラ類が水中で音の方
向がわかるために用いている構造と似た構造をもつそうです。このことから，頭骨
の左右非対称性は反響定位ではなく，音の方向を識別できる能力に関連して進化し
てきたと研究者は考えています。
（8/22 University of Michigan News Service，Cranial asymmetry in Eocene 
archaeocete whales and the evolution of directional hearing in water. 
Proceedings of the National Academy of Sciences, Early Edition）

http://ns.umich.edu/htdocs/releases/story.php?id=8513
http://ns.umich.edu/htdocs/releases/story.php?id=8513
http://www.pnas.org/content/early/2011/08/12/1108927108
http://www.pnas.org/content/early/2011/08/12/1108927108
http://www.pnas.org/content/early/2011/08/12/1108927108
http://www.pnas.org/content/early/2011/08/12/1108927108
http://www.pnas.org/content/early/2011/08/12/1108927108
http://www.pnas.org/content/early/2011/08/12/1108927108
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哺乳類
8／28
最古の真獣類の化石が発見されました。
　 中国遼寧省の中生代ジュラ紀後期（約1億6000万年前）の地層から，真獣類（有
胎盤類）の化石が発見されました。これは今まで発見されている真獣類の中で最古
の化石になります。今回発見された真獣類はJuramaia sinensisと名付けられまし
た。
　 分子時計の研究から，真獣類が有袋類と真獣類の中間的な段階の有袋類・真獣類
段階獣類から枝分かれした時期は約1億6000万年前だったという結果が得られてい
ます。しかしこれまで発見されている中で最古の真獣類の化石は中生代白亜紀前期
（約1億2500万年前）のEomaiaで，分子時計の研究から得られた年代よりも約
3500万年新しいものでした。J. sinensisの発見により，分子時計の研究から得られ
た真獣類の出現の年代が化石記録から推定される年代とも非常に近いということが
わかりました。
　 J. sinensisの前肢は木に登るのに適した形をしているそうです。ジュラ紀の哺乳類
の多くはもっぱら陸上で生活していたと考えられることから，真獣類は他の哺乳類
が利用していない生態的地位を占めることで他の哺乳類との競争に勝つことができ
たと研究者は考えています。
（8/24 ScienceDaily，A Jurassic eutherian mammal and divergence of 
marsupials and placentals. Nature, 476(7361), 442-445）。

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/08/110824131535.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/08/110824131535.htm
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7361/full/nature10291.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7361/full/nature10291.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7361/full/nature10291.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7361/full/nature10291.html
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哺乳類
9／4
氷期の寒冷な気候に適応した哺乳類たちが，チベットで進化し始めたらしいという
ことがわかりました。
　チベットの新生代新第三紀鮮新世中期（約3600万年前）の地層から，原始的なケ
サイの化石が発見されました。ケサイは寒冷な気候に適応した長い毛をもち，氷期
にユーラシア大陸に広く棲息していました。
　 鮮新世中期はまだ温暖でユーラシア大陸にはまだ大きな氷河は発達していなかっ
たと考えられています。ケサイは高度の高い場所で寒冷な気候に適応し，氷期が始
まるとアジアやヨーロッパへと棲息域を広げていったと研究者は考えています。
　 ケサイのほかにも，3本の指をもつウマ（H i p p a r i o n），ブルーシープ
（Pseudois），チベットレイヨウ（Panthoops），ユキヒョウ（Unica），アナグマ
（badger）など，23種類の哺乳類が一緒に発見されたそうです。
　これまで，寒冷な気候に適応した更新世（約259万年前～約1万年前）の動物相は
北極圏のツンドラ地域や寒冷なステップ地域で進化したと考えられてきました。し
かし今回これらの動物の化石がチベットから発見されたことにより，チベット高原
の厳しい冬によって，その後更新世で繁栄することになる哺乳類が寒冷な気候に適
応し始めたのだろうと研究者は考えています。
（9/2 ScienceDaily，Out of Tibet: Pliocene Woolly Rhino Suggests High-
Plateau Origin of Ice Age Megaherbivores. Science, 333(6047), 
1285-1288）

10／17
南米で最古のげっ歯類の化石が発見されました。
　ペルーの新生代古第三紀始新世中期（約4100万年前）の地層から，げっ歯類の化
石が発見されました。
　 このげっ歯類は，現生のモルモットやチンチラなどと同じ，テンジクネズミ上科
に属すると考えられています。南米で発見されたテンジクネズミ上科の化石はこれ
まで，チリとアルゼンチンから発見された新生代古第三紀漸新世前期（約3200万年
前～約3000万年前）のものが最古でした。
　 今回発見されたげっ歯類の歯の特徴はアフリカから発見されたげっ歯類の歯の特
徴に最も似ていたそうです。
　 今回の発見は，南米の初期のげっ歯類の起源がアフリカにあるとのこれまでの説
を裏付けるものだと研究者は考えています。
（10/12 Case Western Reserve University，Middle Eocene rodents from 
Peruvian Amazonia reveal the pattern and timing of caviomorph origins and 
biogeography.Proceedings of the Royal Society B: Biological Sciences, 
FirstCite）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/09/110901142100.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/09/110901142100.htm
http://www.sciencemag.org/content/333/6047/1285
http://www.sciencemag.org/content/333/6047/1285
http://www.sciencemag.org/content/333/6047/1285
http://www.sciencemag.org/content/333/6047/1285
http://www.sciencemag.org/content/333/6047/1285
http://www.sciencemag.org/content/333/6047/1285
http://blog.case.edu/think/2011/10/12/researchers_discover_oldest_fossil_rodents_in_s_america
http://blog.case.edu/think/2011/10/12/researchers_discover_oldest_fossil_rodents_in_s_america
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/08/rspb.2011.1732
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哺乳類
11／6
南米から初めて，白亜紀の哺乳類の頭骨の化石が発見されました。
　 アルゼンチンの中生代白亜紀後期の地層から，哺乳類の頭骨の化石が発見されま
した。南米のこの時代の地層から哺乳類の化石が発見されるのは初めてです。
　 発見されたのは，現在の有袋類と有胎盤類の共通祖先の仲間と考えられているド
リオレステス類です。ドリオレステス類は北米とヨーロッパのジュラ紀の地層から歯
と顎の化石が発見されています。南米では白亜紀後期に独特の進化を遂げ繁栄して
いたことがわかっていますが，これまで白亜紀後期以前の地層からは発見されてい
ませんでした。このため南米のドリオレステス類の起源や初期の多様化については
よくわかっていませんでした。
　今回発見されたドリオレステス類はCronopio dentiacutusと名付けられました。C. 
dentiacutusにより初めて，ドリオレステス類の頭骨全体の形が明らかになりまし
た。吻部は非常に長く細く，頭蓋骨は丸い形をしているそうです。そしてこの頭骨
には非常に長い犬歯が生えていました。体長は10cmから15cmほどで，昆虫などの
虫を食べていたと考えられています。C. dentiacutusはジュラ紀のローラシア大陸に
生きていたドリオレステス類と共通した特徴をもつ一方，白亜紀の南米に生きてい
た，独特で多様なドリオレステス類の特徴ももっていたことがわかったそうです。
（11/2 UofL Today，Highly specialized mammalian skulls from the Late 
Cretaceous of South America. Nature(7371), 479, 98-102）

http://louisville.edu/uofltoday/campus-news/uofl-scientist2019s-discovery-sheds-new-light-on-prehistoric-mammals
http://louisville.edu/uofltoday/campus-news/uofl-scientist2019s-discovery-sheds-new-light-on-prehistoric-mammals
http://www.nature.com/nature/journal/v479/n7371/full/nature10591.html
http://www.nature.com/nature/journal/v479/n7371/full/nature10591.html
http://www.nature.com/nature/journal/v479/n7371/full/nature10591.html
http://www.nature.com/nature/journal/v479/n7371/full/nature10591.html
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その他の古生物
1／9
アンモナイトが何を食べていたかがわかりました。
　 アンモナイトは地層中から大量に産出し，短い期間で進化，絶滅を繰り返したた
め，地層の年代を決めるのに重要な役割を担っています。しかし軟体部が保存され
ることがほとんど無いため，その生態や食物網での位置などについてはよくわかっ
ていませんでした。
　今回，放射光X線マイクロトモグラフィを用いて，アンモナイトの顎器が調べられ
ました。顎器とはアンモナイトの口にある器官です。上下2枚からなっており，この
2枚の間に歯舌があります。今回調べられたのは，異常巻きアンモナイトのバキュリ
テス3体です。顎器にはいくつかの種類がありますが，バキュリテスの顎器は下顎が
上顎よりも大きいアプチクス型になります。
　この分析の結果，1体の顎器から微小な浮遊性の甲殻類が発見されたそうです。他
の2体からは甲殻類は発見されなかったため，アンモナイトが死後甲殻類に食べられ
ていたのではなく，甲殻類を食べている最中に死んだのだろうだと研究者は考えて
います。
　 このことから，アプチクス型の顎器をもつアンモナイトは浮遊性の甲殻類を食べ
ており，ジュラ紀前期の浮遊性甲殻類の放散にあわせて，この種類のアンモナイト
も分布域を広げたのだろうと研究者は考えています。また浮遊性甲殻類は白亜紀末
に大量に絶滅しており，この食物の絶滅がアンモナイトの絶滅につながったのだろ
うとも研究者は考えています。
（1/6 ScienceDaily，The Role of Ammonites in the Mesozoic Marine Food 
Web Revealed by Jaw Preservation. Science, 331(6013), 70-72）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110106144517.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110106144517.htm
http://www.sciencemag.org/content/331/6013/70
http://www.sciencemag.org/content/331/6013/70
http://www.sciencemag.org/content/331/6013/70
http://www.sciencemag.org/content/331/6013/70
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その他の古生物
1／16
三畳紀のアンモナイト類の多様性の変化が調べられました。
　 約2億5100万年前の古生代ペルム紀末と，約2億年前の中生代三畳紀末，それぞ
れ海生生物種の約90％と約72％が絶滅する大量絶滅が起こったと考えられていま
す。
　ペルム紀末から三畳紀末までの約5000万年間のカナダ西部におけるアンモナイト
類の多様性やその変化が調べられ，炭素同位体比の変化と対比されました。
　 この結果，アンモナイト類のほぼ全ての種類が絶滅したとき，炭素同位体比にも
大きな変動があったことがわかたそうです。逆に，アンモナイト類の多様性が最も
高い時期には炭素同位体比も安定していたことがわかったそうです。
　アンモナイト類は，自由に泳ぎまわれるものと，自分で泳ぐ能力の無いものの2種
類に大きく分けられます。ペルム紀末と三畳紀末の大量絶滅後，遊泳性のアンモナ
イト類の多様性が著しく低くなっていたそうです。これは，遊泳性のアンモナイト
類は魚などの活発な捕食者との競争に勝てなかったためであると研究者は考えてい
ます。通常は特定のニッチ（生態的地位）に複数の生物が重複して存在しているも
のですが，大量絶滅後の生物の多様性が少ない時期にはそれができなかったと研究
者は考えています。
　 炭素同位体比の変動は生態系における重複がなくなったことを反映しており，こ
の重複が回復するまで炭素同位体比も安定しなかったと研究者は考えています。こ
の回復には1000万年かかったと研究者は考えています。
（1/12 ScienceDaily，Ammonoid diversity and disparity track episodes of 
chaotic carbon cycling during the early Mesozoic. Geology, 39(2), 99-102）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110110103834.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/01/110110103834.htm
http://geology.gsapubs.org/content/early/2011/01/05/G31401.1
http://geology.gsapubs.org/content/early/2011/01/05/G31401.1
http://geology.gsapubs.org/content/early/2011/01/05/G31401.1
http://geology.gsapubs.org/content/early/2011/01/05/G31401.1


! 42

その他の古生物
1／23
スーム頁岩で非常に保存状態の良い化石ができる仕組みがわかりました。
　 南アフリカ共和国に分布する古生代オルドビス紀後期（約4億6100万年前～約4
億4400万年前）の地層スーム頁岩からは，非常に保存状態のよい化石が産出しま
す。ここから産出する化石は粘土鉱物によって置換され，中には眼，消化管，筋肉
まで残っているものもあります。
　 スーム頁岩では，プランクトンによって作られた有機物由来の堆積物の中に，そ
れよりも粗い粗粒シルトから細粒砂（粒径0.032mm～0.25mm）が多く含まれて
いたそうです。この粗粒シルトから細粒砂は陸上から強い風によって海まで運ばれ
てきたものだと研究者は考えています。この粒子は植物プランクトンの養分となっ
て海表面における生産性を上げたと研究者は考えています。しかしこれによって大
量に増えた植物プランクトンが死んで海底に沈んでいくと，その腐敗で酸素が消費
され，海底から酸素が取り除かれることになります。このような環境では生物の遺
骸を腐敗させる生物も棲息できないため，非常に保存状態のよい化石が残る原因に
なったと研究者は考えています。
（1/21 ScienceDaily，Eolian input into the Late Ordovician postglacial 
Soom Shale, South Africa. Geology, 38(12), 1103-1106）

http://www.sciencedaily.com/releases/2010/11/101129111740.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2010/11/101129111740.htm
http://geology.gsapubs.org/content/38/12/1103.abstract
http://geology.gsapubs.org/content/38/12/1103.abstract
http://geology.gsapubs.org/content/38/12/1103.abstract
http://geology.gsapubs.org/content/38/12/1103.abstract
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その他の古生物
2／18
約6億年前にはすでに，複雑な構造をもつ真核生物が多様化していたらしいというこ
とがわかりました。
　  これまで発見されている中で最古の，数cmサイズで複雑な体の構造をもった生
物の化石群集は，カナダのニューファンドランドで発見されたアヴァロン生物相だ
と考えられてきました。しかし今回，中国の安徽省から，アヴァロン生物相よりも
古い約6億年前の化石群集が発見されました。この化石群集はそれが発見された藍田
累層の名前をとって藍田生物相と名づけられました。
　 藍田累層からは，藻類と蠕虫のような生物がかたまって発見されたそうです。こ
れらの生物は複雑で奇妙な体の構造をもっており，約15の種が含まれているそうで
す。
　 エディアカラ紀が始まる直前，地球が完全に凍りつく全球凍結があったと考えら
れています。今回の発見から，数cmサイズの真核生物は全球凍結が終わった数千万
年後には多様化していたことが示唆されます。
　 また藍田累層は無酸素の環境下で堆積する黒色頁岩層です。水の流れのない深海
で堆積したと考えられています。藻類や蠕虫は死後流されてきたのではなく生きて
いたその場所で化石化していることから，無酸素の深海で酸素の濃度があがった時
期が短期間あったと研究者は考えています。そしてまた酸素がなくなったときに生
物は死に，保存状態の良い化石になったと研究者は考えています。
　 これを証明するためには，藍田累層を構成する細かい層を調べ，化石が産出する
層としない層との間で酸素濃度に違いがあるかどうか調べる必要があると研究者は
述べています。
（2/17 Virginia Tech News，An early Ediacaran assemblage of 
macroscopic and morphologically differentiated eukaryotes. Nature, 
470(7334), 390-393）

http://www.vtnews.vt.edu/articles/2011/02/021711-research-oldestfossils.html
http://www.vtnews.vt.edu/articles/2011/02/021711-research-oldestfossils.html
http://www.nature.com/nature/journal/v470/n7334/full/nature09810.html
http://www.nature.com/nature/journal/v470/n7334/full/nature09810.html
http://www.nature.com/nature/journal/v470/n7334/full/nature09810.html
http://www.nature.com/nature/journal/v470/n7334/full/nature09810.html
http://www.nature.com/nature/journal/v470/n7334/full/nature09810.html
http://www.nature.com/nature/journal/v470/n7334/full/nature09810.html
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その他の古生物
3／19
三葉虫の集合化石は群れの行動を保存したものであるらしいということがわかりま
した。
　数十個体の三葉虫が1箇所に集まった状態で化石化したものが発見されることがあ
ります。
　 アメリカ合衆国オクラホマ州，モロッコ，ポーランドから採集された，多くの三
葉虫が集まった状態の化石が調べられました。死後水流などによって遺骸が1箇所に
集められることでも，多くの個体が集まった状態の化石ができます。ですが今回調
べられたのは生きているときに多くの三葉虫が集まってその状態のまま死んで化石
になったと考えられているものです。巨大な台風のような嵐によって大量の堆積物
が急速に降り積もって窒息死したのだろうと研究者は考えています。
　 脱皮した後の抜け殻がすぐ近くに集まった状態で発見されていることから，調べ
られた化石が含まれていた地層は堆積したときの状態をそのまま保存していると研
究者は考えています。
　 このような多くの個体が集まった化石では，同じ種の同じくらいのサイズ（すな
わち同じくらいの成長段階）の三葉虫が集まっています。
　 現生のカニやロブスターのように，三葉虫は脱皮するときその壊れやすい殻を守
るために集まったのだろうと研究者は考えています。またこうして集まることによ
り生殖も行えただろうと研究者は考えています。
　 また三葉虫が前後方向に並んだ化石が発見されることがあります。これは現生の
甲殻類で見られる移動の途中の列に似ているため，この化石は移動の途中で化石化
したものだろうと研究者は考えています。
　 これらのことから，多くの個体が集まった三葉虫の化石は，三葉虫の群れでの行
動を保存したものであると研究者は考えています。
（3/17 UC News）

http://www.uc.edu/news/NR.aspx?id=13304
http://www.uc.edu/news/NR.aspx?id=13304
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その他の古生物
3／25
軟体部が細部まできれいに保存された半索動物の化石が発見されました。
　 中国雲南省の古生代カンブリア紀前期（約5億2500万年前）の地層から，これま
では発見されていなかった軟体部まで非常にきれいに残った生物の化石が発見され
ました。
　 発見されたのは半索動物のフサカツギ綱に属する生物です。分泌物で作った硬い
管の中に触手をもつ軟体部が入っています。管の先端から触手が伸びてプランクト
ンを捕まえます。これまでは管がきれいに残ったものしか発見されていませんでし
たが，今回発見された化石には1本の腕に36本の触手がついていることまではっき
りわかるほど軟体部が細部まできれいに残っていたそうです。
　今回発見された種はGaleaplumosus abilusと名づけられました。
（3/24 University of Leicester，An Early Cambrian Hemichordate Zooid. 
Current Biology, 21(7), 612-616）

4／10
石炭紀の地層から，翅のある昆虫の全身がわかる化石が発見されました。
　 アメリカ合衆国マサチューセッツ州の古生代石炭紀後期（約3億年前）の地層か
ら，泥の上に翅のある昆虫の体の跡（生痕化石）が残っているのが発見されまし
た。
　これはカゲロウの祖先によって付けられたものだと考えられています。
　 石炭紀の地層からはこれまで翅だけが残っている化石は発見されていましたが，
翅のある昆虫の完全な体化石は発見されてきませんでした。虫の形が完全にわかる
状態の化石としては，今回の化石が最古のものになります。
（4/6 National Geographic News，Late Carboniferous paleoichnology 
reveals the oldest full-body impression of a flying insect. Proceedings of 
the National Academy of Sciences, 108(16), 6515-6519）

http://www2.le.ac.uk/offices/press/press-releases/researchers-reveal-remarkable-fossil
http://www2.le.ac.uk/offices/press/press-releases/researchers-reveal-remarkable-fossil
http://www.cell.com/current-biology/abstract/S0960-9822(11)00277-6
http://www.cell.com/current-biology/abstract/S0960-9822(11)00277-6
http://www.cell.com/current-biology/abstract/S0960-9822(11)00277-6
http://www.cell.com/current-biology/abstract/S0960-9822(11)00277-6
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/04/pictures/110407-science-fossils-insects-bugs-mayflies-mayfly-flying/
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/04/pictures/110407-science-fossils-insects-bugs-mayflies-mayfly-flying/
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/28/1015948108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/28/1015948108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/28/1015948108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/28/1015948108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/28/1015948108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/28/1015948108.abstract
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その他の古生物
4／17
陸上で堆積した地層から，10億年前の真核細胞の化石が発見されました。
　 スコットランド北西部の約10億年前（先カンブリア時代原生代）の地層から，真
核細胞の化石が発見されました。これらの化石には多細胞生物の一部と見られる構
造や複雑な壁をもったシスト，対称性をもたない生物組織，葉状体などが含まれて
いたそうです。中には直径1mmに達する大きさのものもあったそうです。この化石
が発見された地層は湖の底で堆積したものです。これらの化石は緑色藻類や陸上植
物の一部であろうと研究者は考えています。今回の発見は，地上で驚くほど早く複
雑な真核生物が出現したことを示す証拠であると考えられています。
（4/12 The university of Sheffield，Earth's earliest non-marine eukaryotes. 
Nature,473(7348), 505-509）

4／24
最古のジョロウグモの化石が発見されました。
　 中国内モンゴル自治区のの中生代ジュラ紀中期（約1億6500万年前）の地層か
ら，ジョロウグモの化石が発見されました。ジョロウグモの仲間の化石の発見例は
少なく，新生代の地層からジョロウグモと同じNephila属が5種，そしてスペインの
白亜紀の地層から別属のCretaraneus vilaltaeが見つかっているのみです。これまで
はC. vilaltaeがジョロウグモの仲間で最古の化石でした。
　 今回発見されたクモはジョロウグモと同じNephila属の新種と考えられています。
Nephila jurassicaと名づけられました。今回の発見によりNephila属がこれまで考え
られていたよりも1億3000万年早く出現したことがわかりました。現在知られてい
る限り，クモの属の中で最も長く存在していることになります。
（4/20 BI News，A golden orb-weaver spider (Araneae: Nephilidae: Nephila) 
from the Middle Jurassic of China. Biology Letters, FirstCite）

http://www.shef.ac.uk/mediacentre/2011/loch-fossils-evolution-sun.html
http://www.shef.ac.uk/mediacentre/2011/loch-fossils-evolution-sun.html
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/full/nature09943.html
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/full/nature09943.html
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/full/nature09943.html
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/full/nature09943.html
http://biodiversity.ku.edu/newsroom/scientists-name-fossil-spider-middle-jurassic-china
http://biodiversity.ku.edu/newsroom/scientists-name-fossil-spider-middle-jurassic-china
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/16/rsbl.2011.0228
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/16/rsbl.2011.0228
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/16/rsbl.2011.0228
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/04/16/rsbl.2011.0228
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その他の古生物
5／1
オルステン動物群の保存のメカニズムがわかりました。
　 スウェーデンの古生代カンブリア紀末期（約4億9500万年前）の地層からは，軟
体部が残ったまま立体的に保存された非常に保存状態の良い微化石（体長～数
mm）が産出します。これらの化石はオルステン動物群と呼ばれています。これま
で，どうしてこのような保存状態の良い化石が産出するのかはわかっていませんで
した。
　今回，この化石が産出する地層が数cmの精度で調べられ，他の生物の排泄物が濃
集した厚さ約3cmの層からのみ，オルステン動物群の化石が産出することがわかっ
たそうです。
　 周囲に堆積した糞から，化石の保存で重要な役割を果たすリンが供給され，軟体
部まで残った非常に保存状態の良い化石ができたのだと，研究者は考えています。
（4/12 京都大学）

5／22
原始的な脊椎動物がどのように食物を食べていたかがわかりました。
　 現在，ほぼ全ての脊椎動物は顎をもっています。しかし顎がどのように進化した
かはよくわかっていません。
中国の中生代三畳紀前期（約5億1000万年前）の地層から，3次元的に保存された
コノドント動物の中咽頭の化石が発見されました。コノドントは無顎類の歯の化石
であると考えられています。今回発見された化石が放射光を用いたX線マイクロトモ
グラフィー（CT）で調べられました。この結果，上唇が2つあり，1つには長い牙
のような構造があることがわかったそうです。また「舌」には何本もの歯が櫛状に
並んでいることがわかったそうです。この「舌」は滑車のような軟骨に支えられ，
前後方向に動かせたらしいということがわかったそうです。この「舌」と2つの上唇
を使って食物をつかみ，その後，喉にある臼歯のような形をした歯で食物を切って
いたと研究者は考えています。
この食べ方は現生のヤツメウナギの食べ方と似ているそうです。ヤツメウナギはコ
ノドント動物に最も近いと考えられている現生の無顎類です。今回の研究により，
コノドント動物が原始的な脊椎動物（無顎類）であるということが裏付けられたと
研究者は考えています。
（5/19 UZH Mediadesk，Synchrotron-aided reconstruction of the 
conodont feeding apparatus and implications for the mouth of the first 
vertebrates, Proceedings of the National Academy of Sciences, Early 
Edition）

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/news6/2011/110412_1.htm
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/news6/2011/110412_1.htm
http://www.mediadesk.uzh.ch/articles/2011/eigenartiger-fressmechanismus_en.html
http://www.mediadesk.uzh.ch/articles/2011/eigenartiger-fressmechanismus_en.html
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/04/1101754108
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5／29
モロッコのオルドビス紀の地層からアノマロカリス類の化石が発見されました。
　 アノマロカリス類はカンブリア紀の海で最強の捕食者だったと考えられている節
足動物です。頭部にはトゲがついた大きな触手が1対あり，体はいくつもの節に分か
れ，それぞれから横に大きなひれが飛び出していました。これまでアノマロカリス
類はカンブリア紀に絶滅したと考えられてきましたが，近年ドイツのデボン紀の地
層からアノマロカリス類の化石が発見され，カンブリア紀以降もアノマロカリス類が
生きていたことがわかってきました。 
今回，モロッコのオルドビス紀前期の地層から新種のアノマロカリス類の化石が発
見されました。体長約1m，背中側にえらと思われる薄い膜がありました。
（5/25 Yale office of public affairs & communications，A giant Ordovician 
anomalocaridid,Nature, 473(7348), 510-513）

6／12
新潟県から謎の甲殻類の化石が発見されました。
　新潟県糸魚川市の古生代石炭紀前期（約3億3000万年前）の地層から2009年に
発見された化石が，甲殻類サイクラスの化石であることがわかりました。
サイクラスは現生の甲殻類の何に近い仲間なのか，またどのような生態をしていた
のかがわかっていない謎の多い甲殻類です。
東アジアでサイクラスが発見されたのはこれが初めてだそうです。また今回発見さ
れたサイクラスは世界でも最古級だそうです。
（6/2 フォッサマグナミュージアム）

http://opac.yale.edu/news/article.aspx?id=8601
http://opac.yale.edu/news/article.aspx?id=8601
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/fp/nature09920.html?lang=en
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/fp/nature09920.html?lang=en
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/fp/nature09920.html?lang=en
http://www.nature.com/nature/journal/v473/n7348/fp/nature09920.html?lang=en
http://www.city.itoigawa.lg.jp/dd.aspx?itemid=10276#moduleid5372
http://www.city.itoigawa.lg.jp/dd.aspx?itemid=10276#moduleid5372
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7／3
カンブリア爆発の時代にすでに，非常に発達した複眼が出現していたらしいという
ことがわかりました。
　 オーストリア南部の古生代カンブリア紀中期（約5億1500万年前）の地層から，
複眼の化石が発見されました。この複眼には3000個ものレンズがついていたそうで
す。また鉱物化した三葉虫の眼とは違って有機物できていたそうです。これほど複
雑な有機物でできた眼はこれまでは古生代シルル紀前期（約4億3000万年前）に発
見されたものが最古でした。今回発見された複眼はそれより約8500万年古いです。
　 今回発見された複眼のレンズの配列とサイズから，この眼をもっていた生物は活
発的な捕食者だったと考えられています。この複眼は同時代に生きていた三葉虫よ
りも高精度で，現生生物と同じくらい発達していたそうです。
　 この時代に起きたカンブリア爆発は全体的な形態だけでなくより細かなレベルで
新しい身体的機能を発達させ，さらに視覚の発達がこの大きな進化を引き起こす要
因の1つになったと研究者は考えています。
（Modern optics in exceptionally preserved eyes of Early Cambrian 
arthropods from Australia, Nature, 474(7353), 531-634）

http://www.nature.com/nature/journal/v474/n7353/full/nature10097.html
http://www.nature.com/nature/journal/v474/n7353/full/nature10097.html
http://www.nature.com/nature/journal/v474/n7353/full/nature10097.html
http://www.nature.com/nature/journal/v474/n7353/full/nature10097.html
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7／8
顎がどのように進化してきたかがわかりました。
　 現生の脊椎動物の99％以上は顎をもっています。しかし古生代シルル紀（約4億
4400万年前～約4億1600万年前）までは顎をもたない無顎魚類がほとんどでし
た。そしてこのころわずかにいた有顎魚類の中には，現在の脊椎動物とは全く異な
る仕組みの顎をもつものが多くいました。
　 今回，この有顎魚類が出現し始めたころの，有顎魚類と無顎魚類の多様性の変化
が調べられました。これまで無顎魚類は有顎魚類が出現したことにより競争に負
け，多様性を減少させたと考えられてきました。しかしこのことを定量的に確かめ
る研究は行われてきませんでした。
　 今回の研究の結果，有顎魚類は無顎魚類の多様性の変化にほとんど何の影響も与
えず，無顎魚類が著しく減少し始める前の約3000万年間は有顎魚類と無顎魚類が共
生していたらしいということが分かったそうです。また無顎魚類が減少し始めたと
きも，有顎魚類が無顎魚類の生態的地位にとって代わることはなかったそうです。
　 また有顎魚類の多様性の変化についても新たなことがわかりました。これまでは
古生代デボン紀前期（約4億年前）に酸素濃度が急激に増加したときに，有顎魚類が
多様化したと考えられてきました，しかし今回の研究により，有顎魚類の多様性は
それ以前に増加していたらしいということがわかったそうです。
　 現生の魚類の大部分を占める条鰭類と初期の四足動物は顎と食性に関して，ほん
の数タイプしかいなかったそうです。これに対し，板皮類や肺魚などの絶滅してし
まった魚類は，驚くほど食性が多様だったそうです。現生につながる有顎魚類は，
その進化の初期に顎の機能を完成させてしまったと研究者は考えています。
（7/6 Bristol University，Initial radiation of jaws demonstrated stability 
despite faunal and environmental change, Nature, 2011）

http://www.bristol.ac.uk/news/2011/7732.html
http://www.bristol.ac.uk/news/2011/7732.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10207.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10207.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10207.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10207.html
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7／8
恐竜の卵の中に繭と思われる化石があるのが発見されました。
　アルゼンチン，パタゴニア地方の中生代白亜紀後期（約7000万年前）の地層から
は，ティタノサウルス類の竜脚類の卵が数多く産出します。近年になって，この卵の
中に長さ2～3cm，幅1cmのソーセージのような形の構造があるのが発見されまし
た。この構造は昆虫の繭の化石に似ているそうです。
　これまで恐竜の卵は数多く発見されてきており，繭の化石も発見例があります。
しかし恐竜の卵の中に繭が作られた化石が発見されたのは初めてだそうです。
　恐竜の卵の中で発見された繭と思われる構造は，現生のジガバチの1種が作る繭
に，大きさ，形が非常によく似ているそうです。このことから研究者は，ジガバチ
が割れた卵の中で昆虫を捕食していたと研究者は考えています。
　卵が何らかの理由によって割れ，まず最初に卵の中身が昆虫などによって食べら
れたと研究者は考えています。そしてその昆虫かまたはその昆虫を食べたクモを
狙ってジガバチが卵の中に入り込んだ，あるいは中身がなくなり砂で満たれた卵の
中にいる昆虫やクモをよりどころとしてジガバチの幼虫が繭を作ったと研究者は考
えています。
　このことから，恐竜の卵の周囲にジガバチを頂点とした複雑な食物網が形成され
ていたことが示唆されると研究者は考えています。
（7/15 Wiley-Blackwell，Fossil cocoons associated with a dinosaur egg 
from Patagonia, Argentina. Palaeontology, 54(4), 815-823）

http://www.alphagalileo.org/Organisations/ViewItem.aspx?OrganisationId=575&ItemId=108470&CultureCode=en
http://www.alphagalileo.org/Organisations/ViewItem.aspx?OrganisationId=575&ItemId=108470&CultureCode=en
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01064.x/abstract;jsessionid=A33A0421ADD45168783CE586DA7DA80C.d01t01
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01064.x/abstract;jsessionid=A33A0421ADD45168783CE586DA7DA80C.d01t01
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01064.x/abstract;jsessionid=A33A0421ADD45168783CE586DA7DA80C.d01t01
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1475-4983.2011.01064.x/abstract;jsessionid=A33A0421ADD45168783CE586DA7DA80C.d01t01
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8／14
石炭紀の昆虫は酸素の毒性から身を守るために巨大化したかもしれないということ
がわかりました。
　 古生代石炭紀（約3億5900万年前～約2億9900万年前），翼開長50cm超のトン
ボ，体長10cm超のゴキブリなど，巨大な昆虫が数多く生息していました。
　 石炭紀には，酸素濃度が現在の約1.5倍，約30％あったと考えられています。こ
れまで，石炭紀の昆虫が巨大化したのは，この高い酸素濃度を生存に有利に使えた
ためと考えられてきました。
　 しかし今回，高い酸素濃度は生物にとってはむしろ毒で，昆虫はこの毒性の影響
を弱めるために巨大化したらしいということがわかりました。酸素は生物の生存に
不可欠ですが，量が多くなると毒になります。ヒトでも酸素濃度が高いと細胞に損
傷を受け，ものが見えなくなったり呼吸が困難になったりします。トンボと同じよ
うに幼虫期を水中ですごすカワゲラの幼虫は成虫よりも酸素濃度の変化の影響を受
けやすいということが今回の研究からわかったそうです。成虫は気門の大きさを調
節して取り込む酸素の量を調節することができますが，幼虫は体の表面から直接酸
素を取り込むため量の調節ができないのではないかと研究者は考えています。
　 このため酸素濃度が高くなったときには幼虫はより酸素の毒性の影響を受けやす
くなると研究者は考えています。この毒性の影響を弱めるために体を巨大化させて
酸素を取り込む割合を減少させたのではないかと研究者は考えています。体が大き
くなると体積に対する表面積の割合が小さくなり，相対的に吸収する酸素の量が減
少します。
（8/8 National Geographic News，Can Oxygen Set Thermal Limits in an 
Insect and Drive Gigantism? PLos ONE）

http://news.nationalgeographic.com/news/2011/08/110808-ancient-insects-bugs-giants-oxygen-animals-science/
http://news.nationalgeographic.com/news/2011/08/110808-ancient-insects-bugs-giants-oxygen-animals-science/
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0022610
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0022610
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0022610
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0022610
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8／21
顎が進化する前の頭部の構造の変化がわかりました。
　 顎の出現は脊椎動物の進化において非常に重要な出来事です。しかしその出現途
中の化石はまだ発見されていません。
　 現生の脊椎動物の胚の研究から，顎は背中側にある神経堤細胞が腹側に移動して
作られることがわかっています。しかし現生の無顎魚類の口を縁取る上唇と下唇は
全く別の細胞から作られます。このため，顎は無顎魚類の上唇と下唇が変化してで
きたものではないということが示唆されます。
　今回，古生代シルル紀～デボン紀（約4億3500年前～約3億7000万年前）の無顎
魚類ガレアスピス類の頭蓋の構造がX線によって調べられました。この結果，2つの
鼻嚢が頭蓋の前外側に位置し，下垂体管は口腔に向かって前方に開いていることが
わかったそうです。2つの鼻嚢と下垂体管はそれぞれつながることなく独立に存在
し，この構造は顎口類（顎をもつ脊椎動物），特にサメに似ているそうです。無顎
魚類のほかのグループである円口類や骨甲類にはこのような構造は見られません。2
つの鼻嚢と下垂体管が独立した構造は，現在提唱されている顎口類の胚の発生のモ
デルで，顎の発生に不可欠とされている構造です。無顎魚類であるガレアスピス類
にもこの構造が見られることから，顎の出現に伴って頭部の構造が劇的に変化した
わけではなく，頭部の構造は段階的に変化していき，最終的に顎を作れるように進
化していったと研究者は考えています。
（8/17 Bristol University，Fossil jawless fish from China foreshadows early 
jawed vertebrate anatomy, Fossil jawless fish from China foreshadows early 
jawed vertebrate anatomy. Nature, 476(7360), 324-327）

8／28
約34億年前の微生物の化石が発見されました。
　 オーストラリアの先カンブリア時代（約34億年前）の地層から，顕微鏡サイズの
小さな化石が発見されました。今回発見された化石はすべて同じような大きさでま
さに細胞のような構造をしているそうです。約20億年前の地層から発見されている
微生物の化石に似ているそうです。また何個か集まって特定の環境にだけ存在し，
砂粒にくっついて発見されるそうです。このような産状は生物活動の証拠と考えら
れています。またこの化石と一緒に黄鉄鉱の結晶も発見されているそうです。これ
は硫黄代謝の副産物と考えられています。これらのことから，今回発見された化石
が生物の化石であることはほぼ確実と考えられています。
　この化石はこれまで最古とされてきた微生物の化石よりも約2億年古いものです。
（8/22 University of Oxford，Microfossils of sulphur-metabolizing cells in 
3.4-billion-year-old rocks of Western Australia. Nature Geoscience, 2011）

http://www.bristol.ac.uk/news/2011/7860.html
http://www.bristol.ac.uk/news/2011/7860.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7360/full/nature10276.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7360/full/nature10276.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7360/full/nature10276.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7360/full/nature10276.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7360/full/nature10276.html
http://www.nature.com/nature/journal/v476/n7360/full/nature10276.html
http://www.ox.ac.uk/media/news_stories/2011/110822.html
http://www.ox.ac.uk/media/news_stories/2011/110822.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1238.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1238.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1238.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1238.html
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9／9
三畳紀には淡水で幼体期を過ごすサメがいたらしいということがわかりました。
　 キルギスタンの中生代三畳紀中期（約2億3000万年前）の地層から，サメの卵の
うと歯の化石が発見されました。この歯は幼体のものと考えられるため，この地域
はサメが幼体期を過ごした場所であると研究者は考えています。この卵のうと歯の
化石は，hybodontidとxenacanthidの2種類のサメのものだと考えられています。
　 hybodontidは三畳紀とジュラ紀に反映したサメで，現生のサメに近縁な種類だと
考えられています。見た目も現生のサメに似ていますが，雄の頭部に小さな角があ
る点が異なります。
　 xenacanthidは中生代三畳紀後期（約2億1000万年前）に絶滅したグループです。
ウナギのように細長い体をしており，頭部からは後ろ方向にトゲが生えていまし
た。
　 現生のサメでは子育ては行われていないので，雌は卵を沈めたら，近くの湖やほ
かの川に戻っていったと研究者は考えています。子どもは成長するまで卵がかえっ
た湖ですごし，その後成体と合流すると研究者は考えています。
　 堆積物から，サメが幼体期を過ごしたこの地域は栄養が豊富な植物や動物であふ
れていたらしいということがわかっています。現生のサメが幼体期を過ごす場所も
これと似たような環境ですが，淡水に卵のうを沈める種類は現生では知られていな
いそうです。
（9/8 Discovery News）

9／14
カナダから新種の捕食性の魚が発見されました。
　 カナダの古生代デボン紀後期（約3億7500万年前）の地層から，新種の魚の化石
が発見され，Laccognathus embryiと名付けられました。
　 L. embryiはシーラカンスや，陸上四肢動物への進化途中にあったと考えられてい
るティクターリクなどと同じ，肉鰭類です。体長は1.5mから1.8m，幅広の頭部に
小さな眼，そして大きく鋭い歯の並んだ強力な顎をもっていたと考えられていま
す。海底に身をひそめて待ち伏せし，獲物を襲って食べる捕食者だったと考えられ
ています。
　 これまで Laccognathus 属の魚は東ヨーロッパからしか発見されていませんでし
た。L. embryiが発見されたことにより， Laccognathus属が北米にも生息していたこ
とがわかりました。またL. embryiの発見は，デボン紀には北米とヨーロッパがつな
がっていた証拠でもあると考えられています。
（9/12 The Academy of Natural Sciences）

http://news.discovery.com/animals/shark-nursery-110908.html
http://news.discovery.com/animals/shark-nursery-110908.html
http://www.ansp.org/press/release/2011/new_Arctic_fish_found_9-11.pdf
http://www.ansp.org/press/release/2011/new_Arctic_fish_found_9-11.pdf
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10／2
ペルム紀末の大量絶滅からの回復は従来考えられていたよりも早かったらしいとい
うことがわかりました。
　約2億5200万年前の古生代ペルム紀末，海洋生物種の90％以上が絶滅した大量絶
滅がおこりました。
　 ペルム紀の間，海綿などの多細胞生物が生息していた海底は微生物にとって代わ
られ，再び多細胞生物が回復するには500万年かかったとこれまで考えられてきま
した。しかしアメリカ合衆国西部の中生代三畳紀前期の地層から産出する化石を調
べた結果，大量絶滅がおこった150万年後には多様な海綿，カンザシゴカイ，また
ほかの真核性の底生生物が生息していたらしいということがわかったそうです。微
生物が優勢だったのは短い間だけだったろうと研究者は考えています。
（9/30 UZH Mediadesk，Transient metazoan reefs in the aftermath of the 
end-Permian mass extinction. Nature Geoscience, 4(10), 693-697）

10／31
ペルム紀末の大量絶滅後，陸上生物が回復するのに時間がかかったらしいというこ
とがわかりました。
　古生代ペルム紀末（約2億5200万年前），海生生物の90％以上が絶滅する大量絶
滅がおこりました。しかしその後海生生物には新しい目が出現し，その中のいくつ
かは現在でも見ることができます。一方陸上生物については，絶滅率は海生生物ほ
ど高くはなかったらしいということがわかっています。しかし正確にどのくらい絶
滅したのか，そして絶滅後どのように回復したのかについてはよくわかっていませ
んでした。
　ペルム紀末から中生代三畳紀中期まで（約2億6000万年前～約2億4200万年前）
の化石約86000点が調べられました。この化石はロシアのウラル山脈南部と南アフ
リカのカルー堆積盆から採集されました。この結果，ペルム紀末，陸上生物の約
78％が絶滅したらしいということが分かったそうです。またペルム紀末の絶滅を逃
れて繁栄した種はほんの数種だったらしいということも分かったそうです。
　 大量絶滅がおこった直後の生態系では動物の多様性は低く，環境やほかの変化に
よって簡単にダメージを受けたらしいと研究者は考えています。陸上の生態系が完
全に回復するのに約800万年かかったと研究者は考えています。
（10/25 Brown University，Delayed recovery of non-marine tetrapods after 
the end-Permian mass extinction tracks global carbon cycle. Proceedings 
of the Royal Society B, FirstCite）

http://www.mediadesk.uzh.ch/articles/2011/riffe-erholten-sich-nach-massenaussterben-schneller-als-gedacht_en.html
http://www.mediadesk.uzh.ch/articles/2011/riffe-erholten-sich-nach-massenaussterben-schneller-als-gedacht_en.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/v4/n10/full/ngeo1264.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/v4/n10/full/ngeo1264.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/v4/n10/full/ngeo1264.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/v4/n10/full/ngeo1264.html
http://news.brown.edu/pressreleases/2011/10/permian
http://news.brown.edu/pressreleases/2011/10/permian
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/19/rspb.2011.1895
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/19/rspb.2011.1895
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/19/rspb.2011.1895
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/19/rspb.2011.1895
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/19/rspb.2011.1895
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/10/19/rspb.2011.1895
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11／6
クジラの骨の化石にホネクイハナムシの棲み痕があるのが発見されました。
　 イタリアの新生代新第三紀鮮新世後期（約300万年前）の地層から産出したクジ
ラの骨の化石に，ホネクイハナムシが棲んでいた痕があるのが発見されました。
　ホネクイハナムシは通称「ゾンビワーム」とも呼ばれる多毛類です。口や消化管は
なく，体の根のような部分でクジラの骨を溶かし，栄養にしていると考えられてい
ます。
　 化石にホネクイハナムシの証拠が発見されたのはこれで2例目です。1例目はワシ
ントン州の太平洋岸で発見されました。今回地中海からホネクイハナムシの証拠が
発見されたことにより，数百万年前，ホネクイハナムシが広く分布していたらしい
ということがわかりました。
（11/1 University of Leeds，Evidence of Osedax worm borings in Pliocene 
(~3 Ma) whale bone from the Mediterranean. Historical Biology）

11／13
クモの背にダニが乗っている化石が発見されました。
　 バルト海から採集された新生代古第三紀始新世（約4900万年前～約4400万年
前）の琥珀がCTスキャンによって調べられました。この結果，クモの背中の上に体
長176μm（0.176mm）のダニが乗っていることが分かったそうです。これは研究
者によると，CTによってスキャンされた最も小さい節足動物とのことです。
　クモの背中に乗っていたのはコナダニ亜目のダニだそうです。コナダニ亜目のダニ
は化石ではほとんど発見されません。今回のダニは最古のHistiostomatidaeと考えら
れています。
　 ほかの生物の背に乗って移動するという行動は現生ではいろいろな種で見られま
す。今回の発見により，この行動が少なくとも始新世からあったということがわか
りました。しかし現生ではHistiostomatidaeのダニはクモの背にはあまり乗らないそ
うです。
（11/9 The University of Manchester，A minute fossil phoretic mite 
recovered by phase contrast X-ray computed tomography. Biology Letters, 
FirstCite）

http://www.leeds.ac.uk/news/article/2618/zombie_worms_found_in_mediterranean_fossil
http://www.leeds.ac.uk/news/article/2618/zombie_worms_found_in_mediterranean_fossil
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2011.621167
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2011.621167
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2011.621167
http://www.tandfonline.com/doi/abs/10.1080/08912963.2011.621167
http://www.manchester.ac.uk/aboutus/news/display/?id=7643
http://www.manchester.ac.uk/aboutus/news/display/?id=7643
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rsbl.2011.0923
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rsbl.2011.0923
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rsbl.2011.0923
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rsbl.2011.0923
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rsbl.2011.0923
http://rsbl.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rsbl.2011.0923
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11／13
約5億年前の捕食者の足跡化石が発見されました。
　 軟体部が保存されたカンブリアモンスターを産出することで有名な古生代カンブ
リア紀中期（約5億1500万年前）の地層，バージェス頁岩から，足跡化石が発見さ
れました。
　 足跡化石，巣穴の化石，糞化石などの，地層や化石に残された古生物の生活の痕
跡は生痕化石と呼ばれます。生痕化石からは，体化石だけではわからない古生物の
行動や生態などを知ることができます。
　 足跡の大きさや足跡から推測される肢の数から，今回発見された足跡化石はテゴ
ペルテ（Tegopelte gigas）によってつけられたものと考えられています。テゴペルテ
は，凹凸のない軟体性の殻に，33対の肢をもつ節足動物です。体長は当時では巨大
な30cmもありました。
　 体化石と足跡化石から，テゴペルテは肢が海底にほんの一瞬だけ触れるように動
かすことによって，海底を素早く滑るように動くことができたと研究者は考えてい
ます。これは，テゴペルテは巨大で活発な捕食者だったという考え方を示唆するも
のです。
　 またこの足跡化石はバージェス頁岩の中の最も古い層で発見されました。この層
は酸素の少ない環境下でゆっくりと堆積してできたと考えられています。
（11/9 University of Saskatchewan，Skimming the surface with Burgess 
Shale arthropod locomotion. Proceedings of the Royal Society B: Biological 
Sciences, FirstCite）

http://www.usask.ca/research/news/read.php?id=1037
http://www.usask.ca/research/news/read.php?id=1037
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rspb.2011.1986
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rspb.2011.1986
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rspb.2011.1986
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rspb.2011.1986
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rspb.2011.1986
http://rspb.royalsocietypublishing.org/content/early/2011/11/04/rspb.2011.1986
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11／17
約5000万年前のガの翅の色がわかりました。
　 生物の色には，色素によって発色される色のほかに，構造色というものがありま
す。構造色はクジャクの羽根や貝殻の内側，ガやチョウの翅などに見られます。こ
の中でもチョウやガはさまざまな色の構造色を発し，自分の体の毒性を示したり，
交配相手を見つけるのに使っています。構造色はチョウやガにとって重要な役割を
担っているものの，それがどのようにに進化してきたかはこれまでわかっていませ
んでした。
　 チョウやガは翅の微細な構造によって光を反射し，構造色を作り出しています。
今回，ドイツの新生代古第三紀始新世中期（約4700万年前）の地層グルーベ・メッ
セルから，翅の微細な構造が保存されたガの化石が発見されました。
　 翅の微細構造をもとに生きていた当時の翅の色を再現した結果，黄色から緑色を
していることが分かったそうです。これは緑色をした葉などに自分の姿を紛れ込ま
せて見つかりにくくするための役割があったと研究者は考えています。また今回発
見されたガは同じように緑色の翅をもつマダラガ科と同じような生態だったと考え
られています。マダラガ科は花の蜜を吸います。緑色の翅は花の蜜を吸っている間
は目立ちますが，マダラガ科は体内で有毒なシアン化物を合成することができるた
め，自分には毒性があると捕食者に警告を発することができます。今回発見された
ガの緑色の翅には，このような警告の役割もあったと研究者は考えています。
（11/15 ScienceDaily，Fossilized Biophotonic Nanostructures Reveal the 
Original Colors of 47-Million-Year-Old Moths. PLoS Biology, 9 (11)）

11／19
最初の歯は口の外で進化したらしいということがわかりました。
　デボン紀前期（約4億1600万年前～約3億9800万年前）の棘魚類の化石に，最初
の歯が残っているのがが発見されました。
　 この魚の口の縁（唇）には，とがった鱗が並んでいたそうです。研究者はこれは
鱗から歯に進化する途中の段階のものだと考えています。歯は最初口の外で鱗から
進化し，その後口の中へ移動していったと研究者は考えています。
　 口の外に尖った鱗が並んでいることによって獲物を咥えやすくなり，獲物を丸呑
みするまで獲物をしっかり捕まえていることができると研究者は考えています。腹
部に残った化石やその他の証拠から，この魚の主食は甲殻類などの節足動物，さま
ざまな軟体性の生物，そしてほかの魚だったと考えられています。
（11/17 Discovery News）

http://www.sciencedaily.com/releases/2011/11/111115175635.htm
http://www.sciencedaily.com/releases/2011/11/111115175635.htm
http://www.plosbiology.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pbio.1001200
http://www.plosbiology.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pbio.1001200
http://www.plosbiology.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pbio.1001200
http://www.plosbiology.org/article/info%3Adoi/10.1371/journal.pbio.1001200
http://news.discovery.com/animals/teeth-prehistoric-111117.html
http://news.discovery.com/animals/teeth-prehistoric-111117.html


! 59

その他の古生物
12／18
アノマロカリスは，非常に優れた視覚をもっていたらしいということがわかりまし
た。
　 オーストラリア，カンガルー島の約5億1500万年前（古生代カンブリア紀）の地
層から，アノマロカリスの複眼の化石が発見されました。
　 長さ約3cmの眼は，16000個ものレンズで構成されていたそうです。このような
眼をもっていたことから，アノマロカリスは非常に鋭い視覚を持っていたものと研
究者は考えています。現生の昆虫や甲殻類でもこのような優れた視覚をもつものは
ほとんどなく，アノマロカリスと同じくらいの視覚をもつものはトンボなどわずか
な種類しかいないそうです。
　 今回の発見から，複眼は硬い外骨格や歩脚よりも早く，節足動物の進化のごく初
期に出現したらしいと研究者は考えています。
（12/8 The University of Adelaide，Acute vision in the giant Cambrian 
predatorAnomalocaris and the origin of compound eyes. Nature, 
480(7376), 237-240）

12／26
これまで胚と考えられてきた化石が，単細胞生物の化石であるらしいことがわかり
ました。
　 中国南部の約5億7000万年前（先カンブリア時代エディアカラ紀）の地層から
は，細胞分裂をしている途中の細胞の化石が発見されます。
　 この細胞分裂は細胞の成長を伴わない卵割に似ているため，これまでこの化石は
初期の動物の胚の化石だと考えられてきました。
　 しかし今回，この化石がX線によって調べられ，この化石に動物とも胚とも異な
る特徴があることが分かったそうです。この化石は，動物の祖先にあたる単細胞生
物の無性生殖の途中の化石であると，研究者は考えています。
（12/22 University of BRISTOL，Fossilized Nuclei and Germination 
Structures Identify Ediacaran "Animal Embryos" as Encysting Protists. 
Science, 334(6063), 1696-1699）

http://www.adelaide.edu.au/news/news50101.html
http://www.adelaide.edu.au/news/news50101.html
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7376/full/nature10689.html
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7376/full/nature10689.html
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7376/full/nature10689.html
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7376/full/nature10689.html
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7376/full/nature10689.html
http://www.nature.com/nature/journal/v480/n7376/full/nature10689.html
http://www.bristol.ac.uk/news/2011/8126.html
http://www.bristol.ac.uk/news/2011/8126.html
http://www.sciencemag.org/content/334/6063/1696
http://www.sciencemag.org/content/334/6063/1696
http://www.sciencemag.org/content/334/6063/1696
http://www.sciencemag.org/content/334/6063/1696
http://www.sciencemag.org/content/334/6063/1696
http://www.sciencemag.org/content/334/6063/1696
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3／18
白亜紀前期，中国北東部は寒冷な気候だったらしいということがわかりました。
　 中国北東部の遼寧省を中心に分布する白亜紀前期の地層，熱河層群からは多様な
羽毛恐竜が産出します。さまざまな視点からこの原因について論じられてきました
が，気候についてはほとんど論じられてきませんでした。
　 今回，中国，タイ，日本から採集された恐竜，ワニ，カメ，その他の爬虫類，そ
して淡水生魚の化石の酸素同位体比が調べられました。酸素同位体比を調べること
によって当時の気温を推定することができます。
　この結果，白亜紀前期（約1億2500万年前～約1億1000万年前）の東アジアの中
緯度（～北緯42度）の平均気温は10℃±4℃で，現在の冷温帯と同じくらいの気温
だったらしいということがわかったそうです。この結果はこれまでの研究で示され
てきた海水温や植物，動物化石の記録と一致するそうです。
　 このことから熱河層群で多様な羽毛恐竜が産出するのは，恐竜の進化や生物地理
学的な要因だけではなく，この地域が寒冷な気候下にあったことが影響していると
研究者は考えています。
（3/8 CNRS，Oxygen isotopes of East Asian dinosaurs reveal exceptionally 
cold Early Cretaceous climates. Proceedings of the National Academy of 
Sciences, 108(13), 5179-5183）

5／15
超大陸パンゲアでは，気候によって棲み分けがされていたらしいということがわか
りました。
　中生代三畳紀中期～後期（約2億3000万年前～約2億年前），地球上の大陸は1つ
に集まり，巨大な超大陸パンゲアを作っていました。
　 北米大陸東部に分布する，パンゲアの南緯3度から北緯26度で堆積した地層を調
べたところ，山脈などの移動の障壁となる地形が無かったにもかかわらず，キノド
ン類は北緯6度の限られた地域に分布し，プロコロフォン類は北緯5度～20度の地域
に分布していたらしいということがわかったそうです。
　 これらの生物が棲息する地域の気候を調べたところ，キノドン類が棲息していた
地域では年に2回雨季があり，プロコロフォン類が棲息していた地域では雨季が年に
1回しかなかったらしいということがわかったそうです。これはキノドン類が湿潤な
気候を好み，プロコロフォン類が乾燥した気候に適応していたためと研究者は考え
ています。
（5/12 Brown University News and Events，Climatically driven 
biogeographic provinces of Late Triassic tropical Pangea. Proceedings of 
the National Academy of Sciences,108(22), 8972-8977）

http://www2.cnrs.fr/en/1837.htm
http://www2.cnrs.fr/en/1837.htm
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/03/09/1011369108.abstract
http://news.brown.edu/pressreleases/2011/05/pangaea
http://news.brown.edu/pressreleases/2011/05/pangaea
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
http://www.pnas.org/content/early/2011/05/09/1102473108.abstract
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8／21
酸素は大酸化事変の数億年前から存在していた可能性があることがわかりま
した。
　 現在，酸素は大気中に含まれる気体の21％を占め，生物にとってなくてはならな
い存在となっています。しかし，約25億年前～22億年前に“大酸化事変”が起こるま
で，大気中の酸素濃度は非常に少ないものでした。
　 約20年前，大酸化事変の約3億年前に堆積した堆積岩にステロイドが含まれてい
るのが発見されました。ステロイドの1種であるステロールを作るには最低でも酸素
分子10個が必要なため，地球上に酸素が存在していた最古の証拠と考えられまし
た。しかしほかに酸素が存在していたという確たる証拠は発見されていなかったた
め，ステロイドが本当に酸素が存在していた証拠であるかどうかは不明でした。
　 今回，イースト菌を使って，酸素が本当に大酸化事変の約3億年前から存在してい
たかどうかが検証されました。イースト菌は酸素のある環境下ではステロールの1
種，エルゴステロールを合成します。イースト菌はまた酸素のない環境でも生きら
れますがエルゴステロールは合成されません。研究者はどの酸素濃度でイースト菌
がエルゴステロールを合成し始めるかを調べました。この結果，イースト菌はナノモ
ル（10億分の1モル）もの非常に少ない酸素濃度でもエルゴステロールを作れるら
しいということがわかったそうです。これは酸素が大気中に放出される前から存在
していたことを支持するものだと研究者は考えています。
　 研究者は酸素が大気中に放出される数億年前から酸素の生成と消費は行われてき
たと考えています。シアノバクテリアや緑色藻類の光合成によって生成された酸素は
初期の好気性生物によって消費されたり鉄や硫黄と結合して取り除かれていったと
研究者は考えています。
（8/16 MIT News，Microaerobic steroid biosynthesis and the molecular 
fossil record of Archean life. Proceedings of the National Academy of 
Sciences, 108(33), 13409-13414）

http://web.mit.edu/newsoffice/2011/early-oxygen-0816.html
http://web.mit.edu/newsoffice/2011/early-oxygen-0816.html
http://www.pnas.org/content/108/33/13409
http://www.pnas.org/content/108/33/13409
http://www.pnas.org/content/108/33/13409
http://www.pnas.org/content/108/33/13409
http://www.pnas.org/content/108/33/13409
http://www.pnas.org/content/108/33/13409
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9／9
大酸化事変以降も鉄が多い状況が続いていたらしいということがわかりました。
　海洋の化学組成は生物の進化や生態に大きな影響を与えます。古生代以前（約5億
4200万年前以前），海洋の化学組成は大きく変化しましたが，どのような変化をた
どったかはよくわかっていませんでした。
　 大酸化事変が起こる約24億年前まで地球表層に酸素はほんのわずかしかなく，代
わりに海洋には鉄が多く溶けていたと一般的に考えられています。古生代になると
鉄がほとんどなく酸素が多い環境になりましたが，この間，どのような変化が起
こったかはよくわかっていません。大酸化事変によって発生した酸素と鉄が結合し
て沈殿した，または酸素のない環境下でバクテリアによって硫化水素が作られ，こ
の硫化水素によって海水中の鉄が取り除かれた，という説がありますが，どれが正
しいのかはわかっていません。
　 今回，原生代中期（約16億年前～約10億年前）の岩石試料が世界中から集めら
れ，その化学組成が調べられました。この結果，これまでの説とは全く異なる結果
が得られたそうです。酸素が少なく鉄が多い環境が長く続いていたらしいというこ
とがわかったそうです。酸素や硫化水素は海洋表層などに限られていたと研究者は
考えています。
（9/7 UCR Newsroom，Widespread iron-rich conditions in the mid-
Proterozoic ocean.Nature）

10／23
約25億年前に好気性菌が地上に棲息していたらしいということがわかりました。
　 海で堆積した地層を調べたところ，24億8000万年前にクロムの量が急激に増加
したことが分かったそうです。この時期は大気中の酸素濃度が急激に増加した大酸
化事変が起こった時期と一致します。
　 研究者はこのクロムの増加は，バクテリアと酸素の作用によって地上の黄鉄鉱が
酸化することによって引き起こされたと考えています。黄鉄鉱は鉄酸化細菌と硫黄
酸化細菌の働きによって溶解し，この過程で酸が発生します。この酸が岩石と土壌
を溶かし，クロムなどの金属に変化させ，これらの金属は雨水によって海へと運ば
れたものと研究者は考えています。
（10/20 University of Alberta，Aerobic bacterial pyrite oxidation and acid 
rock drainage during the Great Oxidation Event. Nature, 478(7369), 
369-373）

http://newsroom.ucr.edu/2709
http://newsroom.ucr.edu/2709
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10327.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10327.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10327.html
http://www.nature.com/nature/journal/vaop/ncurrent/full/nature10327.html
http://www.news.ualberta.ca/article.aspx?id=3F6A39F722E14A6BA792EBCA6F989604
http://www.news.ualberta.ca/article.aspx?id=3F6A39F722E14A6BA792EBCA6F989604
http://www.nature.com/nature/journal/v478/n7369/full/nature10511.html
http://www.nature.com/nature/journal/v478/n7369/full/nature10511.html
http://www.nature.com/nature/journal/v478/n7369/full/nature10511.html
http://www.nature.com/nature/journal/v478/n7369/full/nature10511.html
http://www.nature.com/nature/journal/v478/n7369/full/nature10511.html
http://www.nature.com/nature/journal/v478/n7369/full/nature10511.html
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10／31
白亜紀末，海流がどのように変化したかがわかりました。
　 海水は数千年かけて地球の表層と深層を循環しています。これを海洋循環と呼び
ます。海洋大循環は熱エネルギーと塩分などを運んで地球上を循環しているため，
地球の気候と密接な関係があります。
　 非常に温暖だった中生代白亜紀後期，この海洋大循環がどのように循環していた
かはよくわかっていません。特に，北大西洋深層水の海洋大循環における役割につ
いては議論がされてきました。温暖化が終わる時期の北大西洋の水温は海水がどの
くらい深層に沈み込んでいくかによって左右されますが，白亜紀の間どこで海水が
沈み込んでいたかを知るのは難しいです。
　 海洋大循環のパターンを調べるために，ネオジムの同位体比が調べられました。
海水が沈み込んで深層水が形成される地域では，深層水のネオジムの同位体比は近
くの陸地を形成する岩石と同じになります。海水が循環しても，同位体比はほとん
ど変化しません。このためネオジムの同位体を時間を追って調べることによって，
海水の動きを推測することができます。深層水のネオジムの同位体比は海底の堆積
物に保存されるため，堆積物中のネオジムの同位体比を調べることによって，その
地域の深層水のネオジムの同位体比を知ることができます。北大西洋の熱帯地域4か
所から採取された，白亜紀から新生代古第三紀暁新世のコアサンプルのネオジムの
同位体比が調べられました。
　この結果，約6900万年前以前は低緯度地域で温かく塩分濃度の高い深層水が形成
されており，6900万年前以降，次第に北から深層水が流れ込むようになったらしい
ということが分かったそうです。約6900万年前に北大西洋北部で深層水または中層
水が形成されるようになった，または形成される量が増加したと研究者は考えてい
ます。
（10/27 MU News Bureau，Changes in North Atlantic circulation at the 
end of the Cretaceous greenhouse interval. Nature Geoscience）

http://munews.missouri.edu/news-releases/2011/1027-prehistoric-greenhouse-data-from-ocean-floor-could-predict-earth%E2%80%99s-future-mu-study-finds/
http://munews.missouri.edu/news-releases/2011/1027-prehistoric-greenhouse-data-from-ocean-floor-could-predict-earth%E2%80%99s-future-mu-study-finds/
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1284.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1284.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1284.html
http://www.nature.com/ngeo/journal/vaop/ncurrent/full/ngeo1284.html
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11／19
ペルム紀末の大量絶滅は2億5228万年前に起きたらしいということがわかりまし
た。
　古生代ペルム紀末，海生生物の90％以上，陸生生物の70％以上が絶滅したと見積
もられている史上最大の大量絶滅がおこりました。しかしこの絶滅がおこった正確
な時期や期間についてはよくわかっていませんでした。
　 今回，中国南部からチベットまでの数か所の地点で試料が採取され，地質年代
学，放射年代測定，生層序を用いて，大量絶滅が起こった時期とその期間が調べら
れました。この結果，大量絶滅のピークは約2億5228万年前に起こり，絶滅は20万
年間続いたらしいということがわかったそうです。
（11/17 University of Calgary，Calibrating the End-Permian Mass 
Extinction. Science）

http://ucalgary.ca/news/nov2011/extinction
http://ucalgary.ca/news/nov2011/extinction
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/11/16/science.1213454
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/11/16/science.1213454
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/11/16/science.1213454
http://www.sciencemag.org/content/early/2011/11/16/science.1213454
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